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朝
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い

る
と
こ
ん
な
話
題
が
耳
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。「
外
国
語

表
記
の
誤
訳
が
多
い
」。「
豚

ホ
ル
モ
ン
」
を
「
豚
の
内
分

泌
物
質
」、「
24
時
間
買
い
物

で
き
ま
す
」
が
「
24
時
間
コ

ン
ビ
ニ
が
買
収
で
き
ま
す
」

な
ど
。
笑
え
る
話
な
ら
い
い

が
、
一
歩
間
違
え
る
と
い
の

ち
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

台
風
の
際
、「
川
の
周
辺
に

避
難
勧
告
が
出
ま
し
た
」
と

い
う
べ
き
と
こ
ろ
「
川
の

近
く
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
と
誤
っ
て
伝
え
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

で
「
手
洗
い
が
重
要
」
と
い

う
の
を
「
ト
イ
レ
が
重
要
」

と
広
報
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
機
械
翻
訳
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因

と
の
こ
と
。
命
に
関
わ
る
情

報
は
ち
ゃ
ん
と
翻
訳
を
、
同

時
に
、
や
さ
し
い
日
本
語

で
伝
え
る
こ
と
も
大
事
だ

と
。「
河
川
氾
濫
の
お
そ
れ

あ
り
、
至
急
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」
は
「
川
の
水
が
増
え

ま
し
た
、
す
ぐ
に
逃
げ
ま
し

ょ
う
」。
い
ろ
ん
な
場
面
で

見
直
し
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。 

（
守
光
千
恵
）
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予算要求懇談会（2月22日）

新型コロナウイルス感染症に対する第2次申し入れ（3月5日）

新年度の委員会の所属が決まりました。 （◎委員長　○副委員長）
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月市会 本会議
2 月 28 日

　
と
が
し
議
員
は
、
今
回
の
補
正

予
算
が
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用

し
、
道
路
・
橋
梁
・
河
川
の
防

災
・
減
災
対
策
や
災
害
時
に
避
難

所
と
な
る
学
校
施
設
の
環
境
改
善
、
就
職
氷
河
期
世

代
活
躍
支
援
事
業
な
ど
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
賛
成

を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
い
く
つ
か
の
問
題

点
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
１
に
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
つ
い

て
、
教
育
現
場
へ
の
I
C
T
環
境
の
整
備
は
必
要
だ

が
、「
小
中
学
生
に
パ
ソ
コ
ン
一
人
一
台
環
境
」
を
つ

く
り
、
同
じ
教
室
に
い
て
も
端
末
を
使
っ
て
異
な
る

教
科
や
単
元
を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
方
向
は

問
題
で
あ
り
、
教
育
に
お
い
て
は
一
人
一
人
の
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
「
共
同
の
学
び
」
が
必
要
と

指
摘
。
教
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
増
員

な
ど
、現
場
の
体
制
の
抜
本
的
な
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
２
に
、
大
宮
交
通
公
園
の
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
、「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
」
を
採
用
し
て
お
り
、

事
業
主
体
が
京
都
市
で
は
な
く
民
間
企
業
と
な
り
、

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
ず
ゴ
ー
カ
ー
ト
が
廃
止
に
な

っ
た
り
、
地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注
が
保
障
さ
れ
な

い
状
況
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
３
に
、
渋
滞
解
消
の
た
め
と
し
て
総
事
業
費
約

70
億
円
の
鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
に
つ
い
て
、
２
億

８
百
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
公
共
交
通

の
充
実
な
ど
車
の
総
量
を
減
ら
す
対
策
こ
そ
必
要
で

あ
り
、
事
業
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
４
に
、
繰
越
明
許
費
補
正
の
中
に
、
京
都
市
美

術
館
再
整
備
に
係
わ
っ
て
、
市
民
展
示
と
し
て
も
活

用
可
能
な
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
予
定
だ
っ
た
旧
事
務

棟
が
途
中
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

本
来
の
計
画
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
補
正
予

算
に
賛
成
を
表
明
し
た
う
え
で
、

今
後
の
課
題
や
、
さ
ら
に
強
化
す

べ
き
問
題
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
相
談
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
市
民
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
速
や
か
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
は
急
務
で
あ
り
、
自
治
体
病
院
と
し
て
の
京

都
市
立
病
院
の
役
割
が
発
揮
で
き
る
よ
う
京
都
市
が

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
経
済
対
策
に
つ
い
て
、
市
内
事
業
者
に
と
っ
て
融

資
は
待
た
れ
る
制
度
で
は
あ
る
が
、
他
自
治
体
の
取

り
組
み
も
示
し
な
が
ら
、
保
証
料
補
填
と
利
子
補
給

の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
自
粛
、
小
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学

校
の
休
校
要
請
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
方
へ
の
経
済

的
補
填
な
ど
、
本
予
算
も
組
み
込
み
継
続
的
な
対
策

を
求
め
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
の
要
と
な
る
保
健
所
に

つ
い
て
は
各
行
政
区
に
復
活
す
る
こ
と
が
重
要
と
指

摘
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症に
対する万全の対策を 新型コロナウイルスから

いのち、暮らし、営業を守る

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

自
粛
と
補
償
は
一
体
に

 

議
員
団
が
申
し
入
れ

　
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
健
康
、
暮
ら
し
、
営
業
へ
の
深
刻
な
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、３
次
に
わ
た
る
申
し
入
れ
（
２
月
10
日
、

３
月
５
日
、
４
月
７
日
）
を
行
い
、
万
全
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

◦�

市
民
の
不
安
に
応
え
る

市
民
総
合
窓
口
の
設
置

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
や
治
療
体
制
の
抜
本
的
強
化

◦�

中
小
企
業
な
ど
へ
の
固
定
費
補
助

◦
税
や
保
険
料
の
減
免
・
免
除
、
納
付
猶
予

◦�

観
光
事
業
者
等
緊
急
支
援
補
助
金
の

予
算
の
積
み
増
し

◦ 

国
保
傷
病
手
当
の
対
象
拡
大

概�

要

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
一
層
の
支
援
強
化
を

求
め
る
意
見
書
﹂
を
全
会
一
致
で
採
択

　
意
見
書
で
は
、「
過
去
最
大
規
模
の
補
正
予
算
」「
減
税
も
含
め
た
必
要
な
支
援
策
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

要望が前進しました
◦�就学援助のお知らせ　全学年の生徒に
通知！
◦�京都市施設のキャンセル料なし、使用料
返金。この措置を9月末まで延長
◦�帰国者・接触者相談センターの電話回線
を増やす

く
ら
た
共
子
議
員
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

関
す
る
補
正
予
算
に
賛
成
討
論

と
が
し
豊
議
員
が

一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛
成
討
論

議員団は、活用できる制度を知らせるビラを発行しました。



市政トピックス
Topics

45

市長選挙で示された切実な
願いに背を向ける京都市予算 予算の組み替えを提案

冷たく
拒否

― 

自
民
党
議
員
も
「
職
員
削
減
は
も
う
限
界
」

夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
制
度
を
廃
止
！

市
長
就
任
以
来
、
３
４
０
１
人
の
職
員
削
減

 

全
員
制
の
中
学
校
給
食

「
他
に
優
先
課
題
が
あ
る
か
ら
」と

 

京
都
市
は
冷
た
く
拒
否

• 

介
護
認
定
給
付
嘱
託
員
１
３
０
人
の
雇
い
止
め
、

１
カ
所
に
集
約
化
・
民
間
委
託
を
強
行
！
（
４
月
）

介
護
認
定
業
務
の
混
乱
は
必
至
。

• 

昨
年
は
、「
証
明
郵
送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
委
託
料
２
億

円
も
払
っ
て
郵
便
発
送
作
業
を
民
間
委
託
。
し
か
し
、
７
月

「
最
大
３
週
間
、
１
４
２
０
件
も
の
発
送
送
れ
」
が
発
生
。

子
育
て
支
援

若
者
支
援

さ
ら
な
る
職
員
削
減
、
民
間
委
託
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

２
万
３
７
７
８
筆
の
署
名
に
込
め
ら
れ
た
願
い

小
学
校
の
よ
う
な
あ
た
た
か
い

　
お
盆
、
歳
末
の
特
別
な
出
費
に
対
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
制
度
。

　
消
費
税
増
税
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
市
民
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に

廃
止
す
る
と
は
。

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

　
　

府
の
制
度
に
上
乗
せ
な
し　

府
内
で
最
も
遅
れ
た
ま
ま

 

少
人
数
学
級　
市
長
就
任
以
来
13
年
間
全
く
前
進
な
し

 　

京
都
市 

50・0
％

 　
東
京
都 

70
・５
％

 　
公
営
地
下
鉄
平
均（
京
都
市
を
除
く
） 
61
・
０
％

▼
給
付
制
奨
学
金
の
創
設

▼
地
下
鉄
通
学
定
期
の
割
引
率
引
き
上
げ

学生のまち
なのに…

今
年
度
さ
ら
に
２
０
５
人
の
削
減
計
画

　
一
方
で
、
財
政
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら
…
…

北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
は
推
進
　
総
事
業
費
２
・
１
兆
円
以
上

　

京
都
市
の
費
用
負
担
は
い
ま
だ
不
明

　
扌
自
然
環
境
、
住
環
境
、
文
化
財
、
地
下
水
へ
の
影
響
も
不
明
の
ま
ま　

鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
改
修
事
業
　
総
事
業
費
約
₇₀
億
円

　
　

今
年
度
予
算
４
億
２
千
万
円
（
昨
年
度
、
執
行
で
き
な
か
っ
た
予
算
を
含
む
）

　
扌
渋
滞
解
消
は
、
車
の
総
量
抑
制
と
公
共
交
通
の
充
実
で　

文
化
庁
移
転
　
総
費
用
₈₆
億
円　
京
都
市
も
相
応
の
負
担

　
扌
国
の
施
設
は
、
本
来
国
が
費
用
を
負
担
す
べ
き
も
の　

　
景
観
破
壊

　
市
長「
ホ
テ
ル
は
足
り
て
い
る
」と
言
い
な
が
ら

　
住
民
合
意
が
な
い
ま
ま
の
ホ
テ
ル
建
設
計
画

　
　

•
世
界
遺
産
・
仁
和
寺
門
前
、
元
植
柳
小
学
校
跡
地
―
住
民
説
明
会
で
も
異
論
続
出

　
　

•
南
禅
寺　

４
５
７
人
分
の「
見
直
し
を
求
め
る
嘆
願
書
」提
出

（※詳細は15ページ参照）

日本共産党京都市会議員団は

中学校給食の実現を求めて
スタンディング
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加藤 あい 議員

加藤あい議員は、2月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。

　
加
藤
議
員
は
ま
ず
、
市
長
選
挙
で
示
さ
れ
た

「
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学
校
給
食
」

「
給
付
制
奨
学
金
制
度
」
等
の
市
民
の
願
い
を

受
け
止
め
る
よ
う
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が

重
大
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
政
府
に
対
し
、

緊
急
対
策
予
算
に
と
ど
ま
ら
な
い
財
政
措
置
や
、

機
動
的
財
政
出
動
を
求
め
る
こ
と
、
公
衆
衛
生

に
責
任
を
負
う
体
制
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　
加
藤
議
員
は
20
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
大

型
公
共
事
業
を
進
め
る
一
方
で
、
市
民
の
暮
ら

し
に
背
を
向
け
る
も
の
と
批
判
。
リ
ニ
ア
・
北

陸
新
幹
線
延
伸
の
推
進
、
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
、
鴨
東
線
第
三
工
区
事
業
な
ど
、
大

型
公
共
事
業
が
目
白
押
し
。
夏
季
歳
末
資
金
貸

付
事
業
の
廃
止
や
内
職
授
産
事
業
の
助
成
半
減

な
ど
く
ら
し
の
予
算
は
削
減
、
中
小
企
業
へ
の

支
援
は
不
十
分
だ
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
体
の
産
業
化
と
リ
ス
ト
ラ
を
進

め
る
国
の
方
針
に
無
批
判
に
、
職
員
削
減
や
公

務
の
民
営
化
を
す
す
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
地
方
交
付
税
削
減
と
税
制
改
正

等
を
原
因
と
し
た
財
源
不
足
を
、
基
金
の
取
り

崩
し
と
、
財
源
の
手
当
の
な
い
市
債
発
行
で
手

当
て
す
る
と
い
う
将
来
の
見
通
し
が
持
て
な
い

状
況
で
あ
る
と
し
て
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
り
、
子

育
て
支
援
最
優
先
に
」
と
し
な
が
ら
、
大
型
公

共
事
業
に
つ
い
て
「
先
行
投
資
は
し
っ
か
り
進

め
る
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
行
財

政
改
革
の
徹
底
」
で
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

福
祉
・
医
療
・
子
育
て
支
援
・
教
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
政
方
針
２
つ
の
転
換
を

　
加
藤
議
員
は
、
安
倍
政
権
に
対
し
、
ま
と
も

な
政
治
へ
の
転
換
を
真
正
面
か
ら
迫
る
こ
と
、

く
ら
し
や
子
育
て
、
若
者
へ
の
支
援
な
ど
で
市

民
の
フ
ト
コ
ロ
を
暖
め
、
中
小
企
業
を
直
接
支

援
す
る
こ
と
、
の
２
つ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

子
育
て
・
若
者
支
援
策
に
つ
い
て

　
加
藤
議
員
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
２
年
連
続

減
少
、
子
育
て
層
や
若
者
の
市
外
流
出
は
、
子

育
て
施
策
の
立
ち
後
れ
が
原
因
だ
と
述
べ
て
認

識
を
質
し
、
予
算
の
１
％
、
80
億
円
を
、
く
ら

し
を
丸
ご
と
応
援
す
る
予
算
と
し
て
最
優
先
に

確
保
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
民
要
望
が
強
い
全
員
制
の
中
学
校
給
食
に

つ
い
て
は
政
令
市
の
6
割
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

計
画
的
に
と
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
料
化

す
る
こ
と
、
保
育
士
処
遇
の
抜
本
的
改
善
で
保

育
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
、
独
自
の
給
付
制
奨

学
金
制
度
創
設
、
市
営
地
下
鉄
の
通
学
定
期
を

安
く
す
る
こ
と
な
ど
、
子
育
て
、
若
者
支
援
を

強
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
子
育
て
支
援
の
立
ち
後
れ
と
の

指
摘
は
全
く
的
を
射
て
い
な
い
」
と
反
論
し
な

が
ら
、
市
長
選
で
示
さ
れ
た
市
民
の
切
実
な
願

い
に
は
背
を
向
け
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
の
実
現
、
原
子
力
災
害

対
策
に
つ
い
て

　
加
藤
議
員
は
、
原
発
か
ら
お
お
む
ね
40
キ
ロ

圏
域
に
７
政
令
市
と
９
県
庁
所
在
地
が
含
ま
れ
、

50
キ
ロ
圏
内
に
は
約
１
１
０
０
万
人
も
の
人
が

住
ん
で
い
る
と
述
べ
、
主
要
な
行
政
機
関
や
経

済
活
動
の
中
枢
機
能
が
集
中
す
る
な
ど
災
害
時

対
応
に
お
け
る
大
都
市
特
有
の
困
難
が
あ
る
と

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
全
国
知
事
会
が
要
望
し
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
関
わ

ら
な
い
対
策
の
検
討
、
原
発
再
稼
働
は
認
め
ず
、

立
地
県
並
み
の
同
意
権
を
含
む
協
定
を
電
力
事

業
者
に
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
30
キ
ロ
圏
外
に
お
け
る
原
子
力
災
害
対
策

計
画
を
持
つ
こ
と
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
対

象
範
囲
の
拡
大
と
配
備
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
監
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
30
キ
ロ
圏
内
に
限

っ
た
対
策
に
と
ど
ま
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
へ

　
加
藤
議
員
は
最
後
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社

会
実
現
施
策
と
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち

へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

男
女
の
大
き
な
賃
金
格
差
の
是
正
と
併
せ
て
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実
現
、
性
暴
力
を
な
く
す

た
め
の
施
策
と
法
改
正
を
行
う
こ
と
、
ま
た

性
や
性
的
指
向
、
性
自
認
に
よ
る
差
別
や
分
断

の
な
い
、
誰
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

同
性
婚
を
認
め
る
民
法
改
正
を
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
本
市
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
同
性
婚
の
法
制
化
は
「
家
族
の

あ
り
方
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
」
な
ど
と
述
べ

慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
の
答
弁
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
答
弁
し
ま
し
た
。

大
型
公
共
事
業
優
先
か
ら 

人
と
中
小
企
業
優
先
、
子
育
て
・
若
者
支
援
を

原
発
ゼ
ロ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
を

給食利用率政令市ワースト３

京都市議会報告　2020年2月　作成／日本共産党京都市会議員団

政令市の6割は全員制の中学校給食
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第3回神戸市学校給食委員会の参考資料より
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赤阪 仁 議員

新
景
観
政
策
の
規
制
緩
和
反
対
、 

京
都
の
ま
ち
こ
わ
し
は
や
め
よ

　
赤
阪
議
員
は
、「
若
者
の
流
出
対
策
」
と
し

な
が
ら
、
国
や
財
界
の
意
向
に
こ
た
え
京
都
の

景
観
や
住
環
境
を
壊
す
こ
と
に
つ
な
が
る
新
景

観
政
策
の
規
制
緩
和
は
や
め
る
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

　
市
長
は
「
規
制
の
強
化
、
緩
和
と
い
う
一
面

的
な
と
ら
え
方
を
超
え
て
、
…
…
地
域
ご
と
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
応
じ
た
活
力
と
魅
力
あ
る
京
都
の

都
市
景
観
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
門
川
市
長
が
民

間
活
用
を
方
針
化
し
、
清
水
、
立
誠
、
白
川
、

植
柳
の
元
小
学
校
を
、
ホ
テ
ル
建
設
に
提
供
し

て
い
る
こ
と
を
批
判
。
自
治
活
動
も
制
限
さ
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
指

摘
し
民
間
活
用
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
自
治
活
動
継
続
、
避
難
所
機
能

確
保
等
の
地
域
要
望
実
現
を
条
件
に
事
業
者
選

定
し
、
地
域
の
声
を
反
映
す
る
制
度
の
も
と
で

進
め
て
い
る
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

教
育
条
件
整
備
、 

教
職
員
へ
の
裁
量
労
働
制 

導
入
反
対

�

ゆ
き
届
い
た
教
育
め
ざ
し
少
人
数
学
級
実
現
を

　
赤
阪
議
員
は
「
門
川
市
長
は
12
年
間
少
人
数

学
級
拡
充
に
は
着
手
し
て
い
な
い
。
35
人
学
級

の
学
級
編
成
を
順
次
拡
大
し
教
育
条
件
整
備
を

す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
35
人
学
級
を
画
一
的
に
拡
大

す
る
こ
と
は
創
意
工
夫
あ
る
取
組
を
阻
害
す
る

と
し
、
各
校
の
実
態
に
応
じ
た
教
職
員
配
置
を

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

�

神
川
中
学
校
の
マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
を

　「
神
川
中
学
校
の
マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
は
京

都
市
の
学
校
教
育
の
喫
緊
の
課
題
と
述
べ
、
学

校
の
新
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
神
川
中
学
校
は
順
次
必
要
な

環
境
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。
生
徒
数
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
、
今
後
も
減
少
見
込
み
で
、
増
築
等
の

施
設
整
備
の
必
要
は
な
い
」
と
の
冷
た
い
答
弁

で
し
た
。

�

長
時
間
労
働
野
放
し
の
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
は
す
る
な

　「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
は
、
教

員
の
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
被
害

を
招
き
、
教
育
の
質
の
低
下
は
目
に
見
え
て
い

る
。
変
形
労
働
制
の
導
入
は
す
べ
き
で
は
な
い

と
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
本
制
度
は
自
治
体
の
裁
量
に

お
い
て
導
入
で
き
る
も
の
で
、
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
学
校
現
場
の
意
見
や
他
都
市
の
状
況
も

十
分
踏
ま
え
た
う
え
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

浴
室
改
修
な
ど 

市
営
住
宅
の
安
全
・
安
心
を

　
市
営
住
宅
の
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、
高
さ
の
低

い
浴
槽
へ
の
取
り
換
え
、
浴
室
の
扉
の
改
善
と
、

入
居
基
準
額
の
引
上
げ
、
単
身
世
帯
用
住
宅
の

確
保
、
空
き
部
屋
改
修
の
具
体
的
計
画
の
策
定

を
行
い
、
必
要
な
人
に
住
居
の
保
障
を
求
め
ま

し
た
。

　
副
市
長
は
、「
公
募
し
て
も
応
募
が
少
な
い

等
の
状
況
が
あ
る
中
で
、
管
理
戸
数
の
適
正
化

等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
入
居
収
入
基
準
の

引
き
上
げ
、
単
身
者
向
け
住
戸
の
供
給
な
ど
、

募
集
住
戸
を
確
保
す
る
。
浴
室
の
な
い
住
戸
へ

の
浴
室
設
置
を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

公
共
交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を

公
共
交
通
優
先
で
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を

　「
歩
く
ま
ち
京
都
、
公
共
交
通
優
先
の
ま
ち

づ
く
り
」
は
市
民
の
足
を
守
る
重
要
な
施
策
で

あ
り
、
交
通
不
便
地
域
を
京
都
市
内
か
ら
な
く

す
こ
と
が
必
要
。
生
活
交
通
の
維
持
、
民
間
バ

ス
事
業
者
へ
の
支
援
、
バ
ス
試
行
運
転
実
施
の

支
援
と
と
も
に
、
交
通
基
本
条
例
を
制
定
し
、

市
民
の
「
交
通
権
」
を
保
障
す
る
た
め
の
「
地

域
交
通
問
題
協
議
会
」
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
バ
ス
路
線
の
拡
充
に
向
け
取
組
む
。
バ

ス
待
ち
環
境
に
つ
い
て
は
完
了
見
込
み
。
バ
ス

路
線
の
維
持
に
最
大
の
課
題
で
あ
る
運
転
士
確

保
の
支
援
制
度
を
創
設
す
る
」
と
の
答
弁
で
し

た
。

�

敬
老
乗
車
証
は
現
行
制
度
の
維
持
・
拡
充
を

　
伏
見
区
域
で
の
敬
老
乗
車
証
、
一
日
乗
車
券

等
の
施
策
の
適
用
が
で
き
る
よ
う
に
「
運
用
の

改
善
」
を
求
め
ま
し
た
。
市
の
福
祉
施
策
と
し

て
も
経
済
効
果
と
健
康
効
果
が
あ
る
現
行
の
敬

老
乗
車
証
制
度
を
維
持
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し

た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
本
制
度
の
市
税
負
担

は
51
億
円
で
、
民
営
鉄
道
へ
の
適
用
拡
大
は
困

難
。
制
度
を
守
る
立
場
で
応
益
負
担
、
応
能
負

担
を
問
わ
ず
、
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

い
の
ち
の
水
を
守
れ 

水
道
の
民
営
化
は
許
さ
な
い

　
京
都
市
上
下
水
道
局
の
連
続
的
な
民
間
委
託

の
延
長
線
上
に
は
民
営
化
が
透
け
て
見
え
て
く

る
。
い
の
ち
の
水
を
民
間
ま
か
せ
に
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
指
摘
し
、
こ
れ
以
上
の
民
間

委
託
化
や
め
る
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
管
理
者
上
下
水
道
局
長
は
、「
上

下
水
道
事
業
の
根
幹
業
務
は
直
営
で
実
施
し
、

支
障
が
な
い
も
の
は
積
極
的
に
民
間
委
託
を
進

め
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る
」
と
の
公
務
の
産

業
化
を
す
す
め
る
答
弁
で
し
た
。

住
民
の
声
を
生
か
し
た
学
校
跡
地
活
用
を
　
教
育
条
件
の
改
善
・
整
備
を

交
通
不
便
地
域
解
消
　
敬
老
乗
車
証
は
現
行
制
度
の
維
持
を

水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
と
し
て
市
の
責
任
を
果
た
せ

赤阪仁議員は、2月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。
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山田 こうじ 議員

世
界
遺
産
・
仁
和
寺
前
の
ホ
テ
ル

建
設
は
中
止
せ
よ

　
山
田
議
員
は
、
世
界
文
化
遺
産
・
仁
和
寺
門

前
の
ホ
テ
ル
誘
致
計
画
に
つ
い
て
質
問
。
世
界

遺
産
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
歴
史
的
風

土
特
別
保
存
地
区
な
ど
厳
し
い
規
制
が
か
か
っ

て
い
る
当
該
地
は
、
本
来
な
ら
延
べ
床
面
積
３

０
０
０
㎡
の
上
限
を
、
市
長
が
規
制
緩
和
ま
で

し
て
５
８
０
０
㎡
の
ホ
テ
ル
を
誘
致
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
住

民
説
明
会
で
も
、
異
論
が
噴
出
し
て
お
り
、
仁

和
寺
門
前
の
ホ
テ
ル
建
設
は
白
紙
に
戻
す
よ
う

求
め
ま
し
た
。
ま
た
規
制
緩
和
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
」
は
撤
回

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
観
光
政
策
監
は
、「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制

度
の
活
用
で
、
３
０
０
０
㎡
を
超
え
る
施
設
の

建
設
が
可
能
と
な
る
」
と
認
め
た
上
で
「
一
部

に
景
観
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
あ
っ
た
」
な
ど

と
住
民
の
声
を
事
実
上
無
視
す
る
答
弁
を
行
い
、

ホ
テ
ル
建
設
を
す
す
め
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
山
田
議
員
は
、
市
長
就
任
（
２
０
０
８
年
）

以
来
、
ホ
テ
ル
は
約
３
倍
、
簡
易
宿
所
は
約
14

倍
に
激
増
し
、
住
環
境
の
悪
化
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
破
壊
な
ど
、「
観
光
公
害
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
事
態
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
き
た
と

指
摘
。「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
で
か

か
げ
る
宿
泊
施
設
目
標
は
４
万
室
で
あ
り
、
昨

年
度
末
に
は
４
万
３
０
０
０
室
、
今
後
５
万
７

０
０
０
室
に
な
る
見
通
し
で
、
す
で
に
過
剰
で

あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
市
長
が
、「
新
規
参

入
お
断
り
」
を
表
明
し
た
が
、
ホ
テ
ル
を
規
制

す
る
具
体
的
方
策
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
厳
し
く
批
判
、
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方

針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
宿
泊
施
設
数
は
満
た
さ
れ
て
い

る
が
市
内
中
心
部
に
集
中
し
て
お
り
、
地
域
固

有
の
魅
力
を
活
か
し
た
施
設
や
地
域
文
化
の
継

承
に
つ
な
が
る
施
設
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

い
。
引
き
続
き
、
方
針
で
示
し
た
考
え
方
を
踏

ま
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
開
き
直
り

の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

京
都
経
済
の
活
性
化
に
む
け
て 

消
費
税
の
引
き
下
げ
を

　
山
田
議
員
は
、
消
費
税
10
％
増
税
が
強
行
さ

れ
て
、
京
都
経
済
と
中
小
業
者
、
市
民
の
暮
ら

し
に
深
刻
な
影
響
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
指

摘
。
中
小
企
業
の
街
で
あ
り
、
最
も
消
費
税
増

税
の
影
響
が
深
刻
な
京
都
か
ら
消
費
税
引
き
下

げ
を
国
に
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
財
政
担
当
局
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
が
重
な
り
、
中
小
企
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
大
変
厳
し

い
状
況
」
と
し
つ
つ
も
、「
消
費
税
の
引
き
上

げ
は
、
社
会
保
障
制
度
を
将
来
に
渡
り
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
も
の
。
引
き
下
げ
を
国
に
求

め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。す

べ
て
の
中
小
企
業
を 

対
象
と
し
た
抜
本
的
な
支
援
策
を

　
山
田
議
員
は
、
京
都
市
の
中
小
企
業
支
援
制

度
に
つ
い
て
、
成
長
産
業
向
け
の
補
助
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
中
小
零
細
業
者
が
活
用

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
。
横
浜
市
の

「
小
規
模
事
業
者
設
備
投
資
助
成
金
」
の
実
例

を
示
し
、
す
べ
て
の
業
種
の
小
規
模
事
業
者
を

対
象
と
し
た
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
自
治
体
で
大
き
な
経
済
波
及
効

果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
」「
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
」

の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
幅
広
く
利
用
で
き
る
国
の
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
つ
い
て
述
べ
る
に

と
ど
ま
り
、
独
自
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
触

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

全
般
に
対
す
る
助
成
制
度
や
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
は
創
設
を
考
え
て
い
な
い
と
従
来
の

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

労
働
者
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

必
要
な
中
小
業
者
へ
支
援
を

　
山
田
議
員
は
、
雇
用
の
７
割
を
担
っ
て
い
る

中
小
企
業
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を
困
難
に
し
て

い
る
の
が
社
会
保
険
料
の
高
負
担
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
中
小
業
者
の
従
業
員
の
社
会
保
険
料

の
25
％
を
補
助
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
、
事
業
主
の
応
分
の
負
担
で
成
り
立
っ
て

い
る
と
し
て
補
助
に
は
背
を
向
け
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
中
小 

業
者
へ
の
影
響
に
万
全
の
対
策
を

　
山
田
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
っ
て
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
観

光
関
連
事
業
者
、
飲
食
店
を
は
じ
め
、
市
内
中

小
業
者
に
対
し
て
、
緊
急
融
資
と
と
も
に
、
固

定
費
補
助
や
利
子
補
給
制
度
の
創
設
を
求
め
ま

し
た
。

　
副
市
長
は
、
あ
く
ま
で
固
定
費
や
利
子
の
補

助
で
は
な
く
、
新
た
な
府
市
協
調
の
融
資
制
度

で
対
応
す
る
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を
強
く
求
め
よ

　
山
田
議
員
は
、
２
０
１
７
年
、
国
連
加
盟
国

の
圧
倒
的
多
数
の
国
々
の
承
認
に
よ
っ
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、

被
爆
75
周
年
の
今
年
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で

あ
る
日
本
の
政
府
が
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
を

求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
一
般
的
な
平
和
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
批
准
に
つ
い
て
は
明
確
な
姿
勢
を
示
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

住
民
合
意
の
な
い
ホ
テ
ル
建
設
は
中
止
を

消
費
税
増
税
・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
苦
し
む

中
小
業
者
に
万
全
の
対
策
を

山田こうじ議員は、2月27日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。
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市長総括質疑から
3月13日

　
く
ら
た
議
員
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
、
診
療
と
入
院
ベ
ッ
ド
数
拡
大
の
具
体
的
な
対

策
、
検
査
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
国
保
の
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
方
に
緊
急

に
「
短
期
証
」
を
発
行
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
立

学
校
の
休
校
に
伴
っ
て
、
子
ど
も
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
や
、
適
度
な
運
動
、
子
ど
も
同
士
が
遊
べ
る
環
境

の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
午
前
中
か
ら
受
け
入

れ
る
体
制
を
取
っ
た
学
童
保
育
に
つ
い
て
委
託
料
の
増

額
を
求
め
る
と
と
も
に
、
過
密
化
を
防
ぐ
対
策
も
必
要

と
迫
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
万
全
を
尽
く
せ

介
護
認
定
・
給
付
業
務
の

民
間
委
託
は
止
め
よ

　
副
市
長
は
、
市
立
病
院
で
の
病
床
確
保
、
診
療
体
制

を
拡
充
で
き
る
よ
う
に
他
医
院
と
協
力
・
相
談
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
短
期
証
発
行
に
つ
い

て
は
「
柔
軟
に
対
応
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
朝

か
ら
の
学
童
開
所
に
つ
い
て
は
国
補
助
の
手
続
き
を
す

す
め
て
お
り
、
春
休
み
中
に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大
防

止
と
ス
ト
レ
ス
緩
和
、
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
門
川
市
長
が
各
行
政
区
の
保
健
所
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
し
て
、
公
衆
衛
生
を
弱
体
化
し
た
責
任

を
追
及
、体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
介
護
認
定
給
付
業
務
の
集
約
・
委
託
化
に
つ
い
て
、

京
都
市
が
開
催
し
た
説
明
会
の
参
加
事
業
者
か
ら
不
安

の
声
が
出
て
い
る
と
指
摘
。
市
民
に
は
一
回
の
説
明
も

な
く
、
介
護
認
定
・
給
付
業
務
の
民
間
委
託
は
撤
回
せ

よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
市
長
選
挙
の
時
の
「『
京
都
に
共
産

党
市
長
は
N
O
』
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
広
告
は
残
念
。

市
長
は
こ
の
広
告
を
是
と
す
る
の
か
否
と
す
る
の
か
」

と
質
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
広
告
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
後
か
ら
知
っ
た
。
見
解
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
」と
見
解
を
述
べ
る
こ
と
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
消
費
税
減
税
を
求
め
る
声
は
自
民
党
国
会

議
員
か
ら
も
出
て
お
り
、
消
費
税
減
税
の
必
要
性
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
市
長
は
、「（
増
税

は
）
い
か
に
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
の

展
望
を
踏
ま
え
た
も
の
」
と
し
て
減
税
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
井
坂
議
員
は
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
「
い
の

ち
を
守
り
、
暮
ら
し
を
応
援
す
る
こ
と
に
予
算
の
力
点

を
置
く
べ
き
」「
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
の
不
要
な
事

業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
優
先
の
呼
び
込
み
型
経
済
対
策
は

や
め
、
今
困
っ
て
い
る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
こ
そ
最

優
先
す
べ
き
」
と
指
摘
。
中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援
や

子
育
て
支
援
な
ど
暮
ら
し
の
予
算
の
復
活
と
拡
充
、
夏

季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
事
業
は
継
続
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
影
響

は
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
及
ん
で
お
り
、「
異
次
元
の
対
策

と
財
源
が
必
要
」
と
抜
本
的
な
予
算
の
組
み
替
え
を
も

と
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
ベ
ス
ト
の
予
算
。
予
算
の
組

み
替
え
は
考
え
て
い
な
い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

不
要
不
急
の
大
型
事
業

優
先
か
ら
、
い
の
ち
、

暮
ら
し
応
援
の
予
算
へ

転
換
を

2020年度 予算特別委員会
　
や
ま
ね
議
員
は
、
予
算
案
で
「
住
ま
い
の
創
エ
ネ
・

省
エ
ネ
応
援
事
業
」
が
６
０
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、「
地
球
温
暖
化
対
策
費
は
削
減
す

べ
き
で
な
い
」
と
質
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
計
上

さ
れ
て
い
る
予
算
の
全
額
執
行
が
で
き
ず
変
更
す
る
も

の
」
と
答
弁
。
や
ま
ね
議
員
は
、「
新
し
い
施
策
と
合

わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
地
元
伏
見
区
民
の
声
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
交
通
不
便
地
域
の
解
消
、
全
て
の
市
民
に
移

０
０
０
室
を
超
え
、
今
後
５
万
７
０
０
０
室
に
な
る
見

通
し
で
あ
り
、
明
ら
か
に
過
剰
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
。
市
長
が
就
任
（
２
０
０
８
年
）
以
後
、
ホ
テ
ル

は
約
３
倍
、
簡
易
宿
所
は
約
14
倍
に
激
増
し
、
異
常
な

「
住
環
境
悪
化
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
」「
若

者
の
市
外
へ
の
流
出
」「
地
価
高
騰
」
と
い
う
事
態
が

つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が
全
く
な
い
こ

と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
か
ま
の
議
員
は
、「
こ
れ
以
上
簡
易
宿
所
や
民
泊
は

い
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
市
民
の
率
直
な
声
で
あ
り
、

「
住
宅
密
集
地
・
路
地
奥
等
で
の
宿
泊
施
設
の
立
地
規

制
」「
周
辺
住
民
と
の
協
議
・
合
意
の
義
務
付
け
」「
施

設
内
へ
の
管
理
者
常
駐
義
務
付
け
」
な
ど
、
住
民
と
事

業
者
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
の
独
自
の
ル
ー
ル

づ
く
り
へ
踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
充
実
、

移
動
の
権
利
の
保
障
を
。

水
道
民
間
委
託
拡
大
は

ス
ト
ッ
プ
！

元
植
柳
小
学
校
跡
地
の

ホ
テ
ル
建
設
は
中
止
せ
よ

﹁
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致

方
針
﹂
の
撤
回
を

動
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
任
」
と
強
調
。

新
年
度
に
行
わ
れ
る
予
定
の
「
市
バ
ス
お
客
様
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
交
通
不
便
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
を
集
め
、

路
線
・
ダ
イ
ヤ
を
充
実
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
副
市

長
は
「
移
動
の
権
利
」
に
否
定
的
な
考
え
を
示
し
た
上

で
、「『
人
と
公
共
交
通
の
歩
く
ま
ち
京
都
』
の
理
念
を

大
事
に
し
な
が
ら
何
が
で
き
る
か
議
論
が
必
要
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
、「
事
業
の

根
幹
は
直
営
を
維
持
」
す
る
と
し
な
が
ら
公
共
性
・
公

益
性
の
高
い
災
害
対
応
も
民
間
委
託
と
な
る
矛
盾
を
追

及
。「
災
害
時
に
上
下
水
道
局
の
職
員
が
最
終
的
な
責

任
を
負
え
な
い
と
い
う
の
は
重
大
で
あ
り
水
道
事
業
の

根
幹
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
民
間
委
託
拡

大
路
線
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
か
ま
の
議
員
は
、
元
植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
に
係
わ

っ
て
、「
ホ
テ
ル
計
画
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の

が
住
民
の
声
で
あ
り
、
現
行
計
画
を
白
紙
に
戻
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。
初
め
て
開
催
さ
れ
た
住
民
説
明
会
で

も
、
数
多
く
の
反
対
の
声
が
上
が
り
、「
ホ
テ
ル
建
設

計
画
に
反
対
さ
れ
る
意
見
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
…
」
と

当
局
も
認
め
な
が
ら
、
現
行
計
画
案
で
事
前
協
議
会
を

打
ち
切
り
に
し
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
で
掲
げ
た
宿
泊
施

設
の
目
標
４
万
室
に
対
し
１
年
前
に
は
す
で
に
４
万
６

井坂 博文
議員

くらた共子
議員

やまね智史
議員

かまの敏徳
議員
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概　要

市長総括質疑から
3月13日

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、「
現
行
の
敬
老
乗
車
証
制
度
の
存

続
を
」
と
の
署
名
が
４
万
４
千
筆
も
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
あ
げ
、
本
会
議
で
「
応
益
負
担
や
応
能
負
担
を
問
わ

ず
、
改
め
て
幅
広
い
観
点
で
検
討
」
す
る
と
の
答
弁
は
、

「
利
用
頻
度
に
応
じ
た
『
応
益
負
担
』
へ
転
換
す
る
」

方
針
と
は
変
わ
っ
た
の
か
と
質
問
。
副
市
長
は
、「
幅

広
い
観
点
か
ら
改
め
て
検
討
」
と
、
方
針
変
更
を
否
定

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
や
国
民
健
康
保
険
料
の

子
ど
も
の
均
等
割
免
除
、
中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
予
算
額
も
示
し
て
実
現
を
迫
り
ま
し

敬
老
乗
車
証
の
存
続
を

子
育
て
支
援
の
充
実
を

奨
学
金
・
通
学
費
補
助

た
。
副
市
長
は
、
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
「
真
に
必
要

な
方
に
は
選
ん
で
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
」、
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も

の
安
心
安
全
や
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
教
育
な
ど
（
ほ

か
に
）
優
先
す
べ
き
課
題
は
あ
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
若
者
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
就
学
支
援
制
度
の

適
用
者
が
、
全
学
生
の
わ
ず
か
１
割
程
度
と
不
十
分
で

あ
り
、
奨
学
金
制
度
を
５
割
の
学
生
が
利
用
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
市
独
自
の
給
付
制
の
奨
学
金
制
度
、
市
バ

ス
・
地
下
鉄
通
学
定
期
券
の
学
割
率
の
引
き
上
げ
、
奨

学
金
返
済
の
利
子
補
給
制
度
な
ら
「
計
８
億
円
余
り
で

で
き
る
」
と
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
国
の
制
度
に

「
不
足
が
あ
る
な
ら
ば
求
め
る
」「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
は

厳
し
い
経
営
環
境
が
見
込
ま
れ
困
難
だ
」
な
ど
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
中
小
零
細
業
者
か
ら
の
「
融
資
は
借

り
て
も
返
せ
な
い
。
手
が
だ
せ
な
い
」「
固
定
費
（
家

質
、
人
件
費
、
光
熱
水
費
な
ど
）
が
支
払
え
な
い
」

「
事
業
存
続
が
危
機
的
な
状
況
」
と
い
う
声
を
と
り
あ

げ
、「
国
が
や
ら
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
手
を
打
た
な

く
て
い
い
の
か
。
今
こ
そ
固
定
費
の
補
助
を
」
と
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
保
険
料
免
除
や
消
費
税
減
税
、

納
税
緊
急
猶
予
、
京
都
市
と
し
て
も
、
固
定
資
産
税
な

ど
減
免
や
国
保
料
減
免
、
徴
収
猶
予
、
一
部
負
担
金
の

減
免
条
件
緩
和
な
ど
手
を
打
つ
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
お
け
る
経
済
対

策
、
固
定
費
補
助
、
融
資
、

実
態
調
査
な
ど
に
つ
い
て

一
方
で
、
大
企
業
に
は
「
京
都
市
企
業
立
地
促
進
制
度

補
助
金
」
を
渡
し
て
い
る
こ
と
も
示
し
、
市
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
事
態
は
深
刻
。
今
の
国
の
対
策
も
十

分
で
は
な
い
。（
市
の
固
定
費
補
助
の
考
え
は
変
わ
っ

て
い
な
い
が
）
い
い
方
法
を
考
え
て
い
く
し
か
な
い
」、

猶
予
や
減
免
等
に
つ
い
て
は
「
検
討
し
て
い
る
」「
市

独
自
で
ど
こ
ま
で
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
各
部
署
で

検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
休
業
や
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
声
を
紹
介
し
、「
全
て
の
業
種
の
問
題
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
、
実
態
を
掴
ん
で
具
体
的
な
独
自
策

に
踏
む
出
す
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
府
と
共
同
で
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
い

る
」
と
答
弁
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
最
初
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、「
京
都
市
に
お
け
る
相
談
、

受
診
、
検
査
、
治
療
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
」
を

求
め
、
さ
ら
に
、
経
済
へ
の
影
響
も
、
重
大
な
事
態

と
な
っ
て
き
て
い
る
と
し
て
「
売
り
上
げ
が
８
割
減
、

９
割
減
で
、
と
に
か
く
収
入
が
な
く
、
家
賃
や
人
件

費
が
払
え
な
い
」「
融
資
で
は
対
応
で
き
な
い
、
給

付
金
な
ど
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を
紹

介
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
特
別
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

リ
ニ
ア
・
北
陸
新
幹
線
等
大
型
公
共
事
業
に
固
執
す

る
予
算
に
つ
い
て
組
み
替
え
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
市
民
の
命

と
健
康
を
ま
も
る
対
策
を
行
う
こ
と
。
第
２
に
深
刻

な
経
済
の
落
ち
込
み
対
策
と
し
て
固
定
費
の
補
助
、

税
や
保
険
料
の
減
免
・
免
除
、
納
付
の
延
長
を
行
う

こ
と
。
第
３
に
す
べ
て
の
市
民
の
暮
ら
し
を
丸
ご
と

応
援
す
る
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
、
中
学
校
給
食
の
実
現
、
国
保
料
の
子
ど
も
の
均

等
割
免
除
等
を
実
施
す
る
こ
と
。
第
４
に
、
不
要
不

急
の
大
型
公
共
事
業
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

京
都
市
会
議
員
団
が
提
案
し
た
予
算
の
組
み
替
え
案

１
．�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
や
治
療
の
体

制
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る

２
．�中
小
企
業
へ
の
固
定
費（
家
賃
等
）の
補
助
や
市
税
の

減
免
・
徴
収
猶
予
、
社
会
保
険
料
へ
の
補
助
な
ど
、

特
別
な
支
援
を
行
う

３
．す
べ
て
の
市
民
の
生
活
を
支
援
す
る

◦
全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給
食
を
実
施
す
る

◦�

子
ど
も
の
医
療
費
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に

す
る

◦
子
ど
も
分
の
国
保
料（
均
等
割
分
）は
免
除
す
る

◦
給
付
制
奨
学
金
を
創
設
す
る

◦
奨
学
金
返
済
の
利
息
分
を
補
助
す
る

◦
地
下
鉄
の
学
生
定
期
の
割
引
率
を
引
き
上
げ
る

◦
老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る

◦�

市
の
発
注
す
る
事
業
は
ま
ず
、
時
給
１
５
０
０
円

以
上
と
す
る

◦�

夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
は
継
続
し
、
通
年

化
と
す
る

４
．次
の
事
業
等
は
見
直
し
及
び
中
止
す
る

◦�

北
陸
新
幹
線
及
び
リ
ニ
ア
新
幹
線
誘
致
、
堀
川
バ

イ
パ
ス
計
画
は
撤
回
す
る

◦
鴨
川
東
岸
線
第
３
工
区
事
業
は
中
止
す
る

◦�

中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
施
設
整
備
事
業
の
見
直

し
を
行
う

◦
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
見
直
し
を
行
う

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
、
市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
、

営
業
を
守
る
予
算
に

�

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
予
算
組
み
替
え
提
案

ひぐち英明
議員

玉本なるみ
議員
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ほ
り
議
員
は
、
一
般
会
計
、
国
保
会
計
、
介
護
保

険
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
の
各
予
算
に
対
す

る
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
、
内
閣
府
が
発
表
し
た
昨
年
10
～
12

月
期
の
国
内
総
生
産
の
改
定
値
は
、
消
費
税
増
税
に

よ
り
、
年
率
換
算
で
７
・
１
％
も
の
大
幅
な
落
ち
込

み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
京
都
経
済
は

危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
大
企
業
優
遇
、
大

型
公
共
事
業
優
先
で
、
市
民
の
暮
ら
し
や
中
小
企
業

を
抜
本
的
に
応
援
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
、
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
制
度
の
廃

止
、
保
育
料
の
値
上
げ
、
全
員
制
の
温
か
い
中
学
校

給
食
も
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
も
前
進
な
し
、
給
付

制
奨
学
金
制
度
に
も
背
を
向
け
た
ま
ま
の
冷
た
い
予

算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
に
基
づ
く
職
員
削

減
と
公
務
の
産
業
化
を
さ
ら
に
押
し
進
め
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
市
長
就
任
以
来
12
年
間
で
職

員
削
減
は
３
４
０
１
人
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る

時
間
外
労
働
月
１
０
０
時
間
を
超
え
る
職
員
は
74
人

に
の
ぼ
り
、
自
民
党
議
員
か
ら
も
「
職
員
削
減
は
限

界
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
２
０
５

人
の
職
員
を
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
郵
送
サ
ー
ビ
ス
の
民

間
委
託
化
に
よ
り
遅
延
が
起
こ
る
な
ど
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
後
退
も
招
い
て
お
り
、
４
月
に
介
護
保
険
認
定

給
付
業
務
嘱
託
員
１
３
０
人
を
解
雇
し
、
民
間
委
託

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
財
政
が
厳
し
い
と
い
い
な
が
ら
、
京
都

市
の
負
担
が
い
く
ら
に
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

不
要
不
急
の
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
２
兆
１
千
億

円
以
上
の
北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
計
画
は
、
地
下
水

や
井
戸
水
へ
の
影
響
、
土
砂
の
処
理
等
問
題
山
積
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
延
伸
あ
り
き
の
姿
勢
で
あ
る

こ
と
、
鴨
東
線
第
３
工
区
や
堀
川
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ

ル
な
ど
大
型
事
業
は
推
進
の
一
方
で
、
高
速
道
路
３

路
線
の
廃
止
手
続
き
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

総
費
用
約
86
億
円
の
文
化
庁
移
転
に
つ
い
て
も
、
本

来
国
の
予
算
で
や
る
べ
き
も
の
を
、
移
転
の
土
地
の

無
償
提
供
や
庁
舎
建
設
費
用
の
応
分
の
負
担
を
行
う

こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
四
に
、「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
で
掲

げ
た
宿
泊
施
設
の
目
標
４
万
室
は
大
き
く
超
え
て
お

り
明
ら
か
に
過
剰
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
住
民
合
意

の
な
い
ま
ま
元
植
柳
小
学
校
跡
地
、
仁
和
寺
門
前
、

南
禅
寺
参
道
前
の
ホ
テ
ル
建
設
計
画
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保

険
料
、
高
齢
者
差
別
の
制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
等
の
引
き
下
げ
を
行
わ
ず
高
止
ま
り
し
て

い
る
と
述
べ
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

市
民
の
願
い
、
中
小
業
者
を
丸
ご
と
応
援
す
る
予
算
に

�

ほ
り
信
子
議
員
が
、
一
般
会
計
予
算
な
ど
に
つ
い
て
討
論

２
０
２
０
年
度 

公
営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

�

玉
本
な
る
み
議
員
が
討
論

　
玉
本
議
員
は
公
営
企
業
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
地
下
鉄
会
計
は
賛
成
、
水
道
と
下
水
道
事
業
、

市
バ
ス
会
計
に
は
反
対
を
表
明
し
た
上
で
、
そ
の
理

由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、「
消
費
税
10
％
増
税
の
上
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
の
深
刻
な
影
響
の
も
と
で

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
立
場
の
予
算
に
な
っ
て

い
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
上
下
水
道
料

金
の
支
払
い
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
方
に
は
緊
急
に

減
免
措
置
を
講
じ
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

も
水
道
メ
ー
タ
ー
点
検
・
営
業
所
の
水
道
開
閉
栓
、

未
納
集
金
、
汚
泥
処
理
施
設
運
転
管
理
、
鳥
羽
と
石

田
の
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
運
転
管
理
な
ど
、
か
な

り
の
業
務
を
民
間
委
託
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
、

浄
水
場
の
運
転
管
理
（
松
ヶ
崎
）、
水
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
運
転
管
理
（
伏
見
区
）、
下
水
道
管
路
管
理

セ
ン
タ
ー
管
路
維
持
管
理
（
西
部
）
な
ど
、
民
間
委

託
が
計
画
さ
れ
、
上
下
水
道
合
わ
せ
て
63
名
も
の
職

員
を
減
ら
す
予
算
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。「
災
害

時
、
緊
急
時
に
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
現
場

で
上
下
水
道
局
の
職
員
が
責
任
を
負
え
な
い
重
大
な

事
態
に
な
っ
て
い
る
」
と
厳
し
く
指
摘
。
市
は
現
時

点
で
は
、
民
営
化
や
運
営
を
企
業
に
委
ね
る
「
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
の
導
入
は
し
な
い
と
し
て
い
る

が
、「
業
務
の
委
託
化
か
ら
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

に
移
行
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
技
術
の
継
承
や
緊
急

時
の
対
応
に
責
任
を
も
つ
た
め
に
も
民
間
委
託
の
拡

大
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
、
反
対
の
理
由
を
述

べ
ま
し
た
。

　
市
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
が
生
活
す
る

う
え
で
重
要
な
移
動
の
権
利
を
公
共
交
通
と
し
て
保

障
す
る
点
で
の
認
識
が
薄
い
」
と
指
摘
。
交
通
不
便

地
域
へ
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
管
理
の
受

委
託
や
運
転
手
等
の
賃
金
格
差
な
ど
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
と
、
反
対
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
通
学
定
期
を
安
く
す
る
こ
と
や
「
市
バ
ス
お

客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
市
バ
ス
を
利
用
で
き
な
い
市

民
か
ら
も
幅
広
く
声
を
集
め
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
事
業
で
は
、
長
年
の
市
民
要
望
で
あ
り
党

議
員
団
も
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
「
地
下
鉄
烏
丸
線

の
ホ
ー
ム
柵
設
置
」
の
具
体
化
は
前
進
面
と
し
て
評

価
し
つ
つ
、
大
学
生
定
期
の
割
引
率
の
改
善
、
竹
田

駅
か
ら
近
鉄
向
島
駅
ま
で
の
近
鉄
と
の
相
互
乗
り
入

れ
区
間
も
敬
老
乗
車
証
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
の
「
本
来
の
目
的
」
は
「
公
共
の
福
祉

の
増
進
」
で
あ
り
、
公
共
交
通
と
上
下
水
道
の
事
業

を
通
じ
て
、
住
民
の
移
動
の
権
利
を
保
障
し
、
命
の

水
を
安
価
で
安
定
供
給
す
る
こ
と
へ
の
責
任
を
果
た

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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西
野
議
員
は
、「
京
都
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の

埋
め
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
対
し
、
党

議
員
団
の
修
正
提
案
に
つ
い
て
説
明
し
、
賛
同
を
求

め
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
伏
見
区
小
栗
栖
大
岩
山
で
行
わ
れ

て
い
た
違
法
開
発
に
対
し
、
京
都
市
が
土
砂
の
持
ち

込
み
を
誘
導
し
た
結
果
、
一
昨
年
、
土
砂
崩
れ
が
起

こ
っ
た
問
題
に
端
を
発
し
て
い
る
と
指
摘
。

　
党
議
員
団
の
主
な
修
正
内
容
は
、
よ
り
市
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

①
許
可
対
象
に
な
る
面
積
３
０
０
０
㎡
で
は
緩
す
ぎ

る
た
め
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
規
制
基
準
５
０
０

㎡
に
修
正
、
②
「
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
別
に
定
め

る
者
」
の
行
為
を
許
可
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
が
、

民
間
と
同
じ
よ
う
に
許
可
対
象
と
す
る
、
③
搬
入
さ

れ
た
土
壌
の
汚
染
の
有
無
に
つ
い
て
「
目
視
で
事
業

者
自
ら
が
検
査
し
、
報
告
用
紙
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

み
」
で
あ
る
の
を
、「
展
開
ご
と
の
土
砂
の
写
真
を

添
付
」
す
る
文
言
を
加
筆
す
る
こ
と
を
提
案
。
修
正

を
求
め
ま
し
た
が
、
他
党
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
市
の
原
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、「
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も

の
均
等
割
免
除
、
減
免
制
度
の
周
知
と
拡
充
、
資
格

証
明
書
や
短
期
保
険
証
の
交
付
を
や
め
る
こ
と
」
を

求
め
る
請
願
を
採
択
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
国

保
世
帯
の
９
割
以
上
が
年
間
所
得
２
０
０
万
円
以
下

の
低
所
得
で
あ
る
の
に
保
険
料
は
高
く
、
協
会
け
ん

ぽ
の
２
倍
に
も
な
る
世
帯
も
あ
る
と
指
摘
。
京
都
民

主
医
療
機
関
連
合
会
の
調
査
で
は
、
71
％
の
方
が

「
保
険
料
が
高
い
・
負
担
を
感
じ
る
」
と
答
え
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
の

均
等
割
免
除
は
約
９
億
円
で
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
す
る
こ
と
、
子
ど
も
の

均
等
割
を
免
除
す
る
こ
と
が
必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
減
免
制
度
を
周
知
す
る
こ
と
、
安
心
し

て
病
院
に
行
け
る
よ
う
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
保
険

証
を
交
付
す
る
こ
と
、
一
部
負
担
金
減
免
の
基
準
を

緩
和
し
減
免
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述

べ
、
た
っ
た
一
度
の
審
議
で
不
採
択
に
す
る
の
で
は

な
く
、
採
択
こ
そ
必
要
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、「
市
営
住
宅
の
浴
室
の
改
修
求
め

る
」
請
願
に
つ
い
て
、
採
択
す
べ
き
と
し
て
主
張
し

ま
し
た
。

　
請
願
は
、
現
状
の
お
風
呂
施
設
は
、
浴
槽
の
高
さ

が
高
い
た
め
に
入
る
と
き
も
出
る
と
き
も
大
変
使
い

に
く
く
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、

シ
ャ
ワ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
入
居
者
の
個
人
責
任
に

な
っ
て
い
る
が
、
シ
ャ
ワ
ー
は
、
浴
槽
に
入
れ
な
い

高
齢
者
や
、
若
い
世
代
の
家
庭
に
と
っ
て
も
必
要
な

も
の
で
あ
り
、
風
呂
の
折
れ
戸
へ
の
改
善
は
、
非
常

時
に
命
に
係
わ
る
問
題
で
も
あ
り
一
刻
も
早
く
取
り

組
む
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、
市
長
の
「
浴
槽
の
破
損
し
た
場
合

の
取
り
換
え
は
、
京
都
市
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組

む
」
と
の
新
た
な
表
明
を
受
け
、
早
急
な
具
体
化
を

す
る
た
め
に
も
請
願
を
採
択
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま

し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
議
員
団
提
案
の
『
種
苗
法
「
改

正
」
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
』
と
『
種
子
法
の
復

活
を
求
め
る
意
見
書
』
の
採
択
を
求
め
討
論
し
ま
し

た
。

　
山
本
議
員
は
、
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
種

苗
法
が
改
正
さ
れ
る
と
「
日
本
の
農
業
を
大
企
業
に

明
け
渡
し
、
日
本
の
伝
統
的
小
規
模
家
族
経
営
の
農

業
を
破
壊
し
て
い
く
危
険
が
あ
る
」
と
指
摘
。
今
回

の
種
苗
法
の
改
正
は
、
優
良
品
種
が
海
外
へ
流
出
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
と
し
て
い
る
が
、
２
０
１
８
年

の
種
子
法
廃
止
と
同
時
に
成
立
し
た
「
農
業
競
争
力

強
化
支
援
法
」
で
は
都
道
府
県
な
ど
が
開
発
し
た
種

子
の
知
見
を
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
お
り
、「
在
来
種
で
あ
る
多
く
の
京
野
菜
に

影
響
が
及
べ
ば
、
京
都
の
伝
統
的
農
業
が
壊
滅
し
て

し
ま
う
」
と
そ
の
危
険
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
議
員
は
、「
地
球
規
模
で
の
気
候
変

動
に
よ
る
食
料
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
」「
種
子

法
の
廃
止
は
食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
に
お
い
て
は

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
逆
行
し
て
い
る
」
と

種
子
法
復
活
の
意
義
を
述
べ
ま
し
た
。

　
自
民
党
、
公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
等
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
る
意
見
書
は
種
苗
法
改
正
を
容
認
す
る
も

の
で
あ
り
、
種
子
法
は
復
活
こ
そ
必
要
と
、
反
対
の

理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

二
度
と
住
民
に
﹁
土
砂
崩
れ
に
よ
る
不
安
﹂
を

与
え
な
い
条
例
に

�

西
野
さ
ち
子
議
員
が
﹁
京
都
市
土
砂
条
例
﹂
に
対
す
る
修
正
提
案

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

�

河
合
よ
う
こ
議
員
が
、
請
願
採
択
求
め
討
論

﹁
市
営
住
宅
の
お
風
呂
の
改
修
求
め
る
請
願
﹂の
採
択
を

�

赤
阪
仁
議
員
が
請
願
採
択
求
め
討
論

﹃
種
苗
法﹁
改
正
﹂の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
﹄

﹃
種
子
法
の
復
活
を
求
め
る
意
見
書
﹄
に
つ
い
て

�

山
本
陽
子
議
員
が
意
見
書
討
論
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２月市会閉会本会議での意見書採択結果

請願に対する各会派の態度　○＝賛成、×＝反対

自民＝自由民主党京都市会議員団  共産＝日本共産党京都市会議員団
公明＝公明党京都市会議員団  民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団
維新＝日本維新の会京都市会議員団  京都＝地域政党京都党市会議員団

件　名 結果 共産 自民 公明 民フ 維新 京都 無所属

ホテルの営業許可等の反対（上京区西柳町） 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

市営住宅の浴室の改修 不採択 ◯ × × × × × ×

国民健康保険料の引下げ等 不採択 ◯ × × × × × ×

京都市計量検査所跡の活用 不採択 ◯ × × × × × ×

件　名 審議
結果

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対

提案会派等
共
産

自
民

公
明

民
フ

維
新

京
都

無
所
属

市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会運営委員会

新型コロナウイルス感染症対策への一層の支援強化を求める意
見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会派

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意
見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会派

大都市財政の実態に即応する財源の拡充を求める意見書の提出
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、維新、

京都、無所属

新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、維新、
無所属

種苗法改正等に伴う万全の対策を求める意見書の提出について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、維新、
無所属

種苗法「改正」の中止を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × × 共産

種子法の復活を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × × 共産

補欠選挙の実施要件に係る公職選挙法の整備を求める意見書の
提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 自民、公明、

無所属

●
行
財
政
局

◦�

京
都
市
立
芸
術
大
学
及
び
京
都
市
立
銅
駝
美
術

工
芸
高
等
学
校
移
転
整
備
事
業
に
係
る
実
施
設

計
に
つ
い
て
。
芸
大
の
基
本
設
計
か
ら
延
床
面

積
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
学
条

件
の
後
退
に
な
ら
な
い
よ
う
に
求
め
た
。

◦�

元
植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
。
事
前
協

議
会
を
打
ち
切
る
こ
と
な
く
、
ホ
テ
ル
建
設
に

反
対
す
る
住
民
の
声
を
聞
く
よ
う
に
求
め
た
。

◦�

美
術
館
職
員
の
不
祥
事
、
月
１
０
０
時
間
以
上

の
超
過
勤
務
の
実
態
の
是
正
を
求
め
た
。

●
総
合
企
画
局

◦�「
も
の
づ
く
り
都
市
・
京
都
の
発
展
に
繋
が
る

京
都
拘
置
所
及
び
京
都
運
輸
支
局
の
敷
地
活
用

案
」に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
の
結
果
及
び
活

用（
案
）に
つ
い
て
。
上
か
ら
の
プ
ラ
ン
作
成
、

企
業
呼
び
込
み
型
で
は
な
く
、
地
域
の
声
に
も

と
づ
い
た
中
小
企
業
支
援
、
地
域
経
済
の
底
上

げ
を
求
め
た
。

◦�

請
願
審
査「
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減
と
若

者
の
生
活
・
雇
用
改
善
」

　�

　
日
本
共
産
党
以
外
の
会
派
は
、
請
願
者
本
人

に
よ
る
主
旨
説
明
に
つ
い
て「
必
要
な
し
」と
認

め
ず
。
我
が
党
が
継
続
審
議
を
求
め
た
の
に
対

し
、他
会
派
は
応
え
ず
、審
議
未
了
と
な
っ
た
。

●
消
防
局

◦�「
火
災
か
ら
命
を
守
る
避
難
の
指
針
」の
策
定
に

つ
い
て
。

◦�

簡
易
宿
所
に
お
け
る
防
災
対
策
の
活
動
に
つ
い

て
。

●
環
境
政
策
局

◦�「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
普
及
」に「
補
助
制
度
が
有

効
」だ
と
し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

要
求
。
市
長
の
制
度
に
否
定
的
な
発
言
を
質

し
、
補
助
率
の
見
直
し
を
求
め
た
。

◦�「
北
陸
新
幹
線
事
業
」環
境
影
響
評
価
審
査
会
に

つ
い
て
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
環
境
負
荷
が

低
い
方
法
を
考
え
る
仕
組
み
に
改
め
る
べ
き
、

事
業
実
施
は
無
理
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

◦�「
大
岩
山
の
是
正
工
事
」に
つ
い
て
、
産
廃
だ
ら

け
の
土
砂
の
写
真
を
示
し
、
き
め
細
か
い
点

検
、
隣
接
地
に
埋
め
立
て
た
土
を
掘
り
返
し
て

指
導
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

◦�「
醍
醐
陀
羅
谷
の
産
廃
最
終
処
分
場
計
画
」に
つ

い
て
、
府
に
再
申
請
が
出
さ
れ
た
た
め
、
許
可

は
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。

●
文
化
市
民
局

◦�「
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」の
評
価
委
員

会「
答
申
」に
つ
い
て
、
利
用
の
少
な
い
所
の
検

討
、「
重
点
化
」と
答
弁
し
た
た
め
、
利
用
料
を

あ
げ
な
い
こ
と
、
職
員
は
複
数
必
要
、
す
べ
て

の
行
政
区
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
、
北
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
は
、
活
動
の
規
模
が
縮
小
し
な

い
よ
う
移
転
団
体
の
再
検
討
を
求
め
た
。

◦�「
京
都
市
人
権
文
化
推
進
計
画
」改
訂
案
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
が
実
態
に
追
い

付
い
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
不
登
校
の
取

り
組
み
の
充
実
・
推
進
な
ど
を
盛
り
込
む
よ
う

求
め
た
。

◦�

美
術
館
の
運
営
費
が
２
０
１
６
年
と
比
べ
、
約

７
倍
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
。（
↓
増
額
の
原

因
は
、
学
芸
員
と
案
内
、
監
視
な
ど
常
時
配
置

す
る
職
員
の
増
と
説
明
）

◦�「
金
閣
寺
の
現
状
変
更
」が
未
届
け
の
問
題
に
つ

い
て
、
市
は「
砂
利
を
ひ
く
の
は
日
常
の
維
持

管
理
だ
」と
答
弁
し
た
た
め
、「
何
で
も
で
き
る

こ
と
に
な
り
納
得
で
き
な
い
」「
文
化
財
保
護

の
役
割
」を
考
え
る
よ
う
求
め
た
。「
現
状
変
更

申
請
」に
発
掘
調
査
終
了
報
告
で
は
な
く「
略

報
」が
添
付
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
市
は「
宝

輪（
九
輪
）の
出
土
は
敷
地
外
」と
答
弁
し
た
た

め
、
史
跡
の
現
状
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
見
届
け

る
こ
と
を
求
め
た
。

◦�「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
収
入
減
の
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
へ
の
支
援
」に
つ
い
て
、
①
実
態
把
握
、
②

市
独
自
の
救
済
策
の
実
施
、
③
政
府
に
救
済
策

を
盛
り
込
む
よ
う
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

◦�「
世
界
遺
産
の
包
括
的
管
理
計
画
」の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
社
会
の
参
加
を
位
置
付
け
る

べ
き
と
求
め
た
。

◦�「
無
鄰
菴
保
全
管
理
計
画
」に
つ
い
て
、「
借
景
」

も
含
め
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
計
画
に
す
る
よ
う

求
め
た
。

◦�「
美
術
館
の
過
酷
な
働
か
せ
方
」に
つ
い
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
ロ
グ
実
績
資
料
を
も
と
に
質
問
。
長

時
間
が
横
行
し
て
お
り
命
が
守
れ
な
い
と
厳
し

く
指
摘
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
向
け
た
職
員
体

制
、
全
庁
の
働
き
方
の
問
題
と
し
て
改
善
を
求

め
た
。

◦�「
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
」に
つ
い
て
、
京
都

サ
ラ
で
の
相
談
件
数
を
示
し
、
京
都
サ
ラ
へ
財

政
的
に
支
援
す
る
こ
と
、
市
と
し
て
刑
法
の
改

正
ま
で
世
論
を
形
成
す
る
よ
う
取
組
の
強
化
を

求
め
た
。

●�

陳
情
審
査「
部
落
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
実
態

調
査
へ
の
対
応
」

　

�

　
差
別
事
例
の
独
自
調
査
は
す
べ
き
で
は
な

く
、
国
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、「
調
査
不
能
」と

回
答
す
べ
き
と
求
め
た
。

●
保
健
福
祉
局

◦�

救
護
施
設
の
再
公
募
と
、
２
年
後
の
中
央
保
護

所
廃
止
を
前
提
に
し
た
指
定
管
理
者
の
指
定

は
、
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て
る
も
の
で
あ
り
、

再
検
討
を
求
め
た
。

◦�

京
都
社
会
福
祉
会
館
用
地
を
売
却
し
、
壬
生
合

常任委員会トピックス

総
務
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₀
年
₃
月
₁₇
日
︶

文
化
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₀
年
₃
月
₁₇
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₀
年
₃
月
₁₇
日
︶
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同
福
祉
会
館
と
の
合
築
を
行
う
方
針
に
つ
い

て
、
現
状
の
面
積
は
確
保
さ
れ
ず
、
入
居
団
体

と
市
民
の
活
動
を
制
限
す
る
も
の
と
批
判
。

◦�

手
話
言
語
条
例
に
基
づ
く
第
２
期
施
策
推
進
方

針
の
策
定
に
あ
た
り
、
手
話
通
訳
者
の
養
成
、

救
急
車
や
避
難
所
で
の
対
応
の
必
要
性
、
報
酬

の
増
額
を
求
め
た
。

◦�

夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
制
度
の
廃
止
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
が
25
件
提
出
さ
れ
て
お

り
、
切
実
な
要
望
を
訴
え
継
続
を
求
め
た
。

◦�

国
民
健
康
保
険
料
の
引
下
げ
等
の
請
願
に
つ
い

て
実
態
を
示
し
採
択
を
主
張
、
一
度
の
審
議
で

不
採
択
に
。

◦�

無
料
低
額
診
療
の
拡
充
等
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
、
周
知
と
薬
局
へ
の
適
用
の
必
要
性
を
強

調
し
、
市
立
病
院
で
の
実
施
を
求
め
た
。

◦�

小
規
模
宿
泊
施
設
の
管
理
者
と
帳
場
の
設
置
確

認
、
２
階
・
３
階
建
て
や
長
屋
等
に
お
け
る
脱

法
的
小
規
模
施
設
の
改
善
、
情
報
の
公
開
、
事

業
者
と
住
民
と
の
意
見
調
整
が
で
き
て
い
な
い

簡
易
宿
所
を
認
可
し
な
い
こ
と
。

◦�

介
護
保
険
認
定
給
付
業
務
の
集
約
委
託
化
は
介

護
の
質
も
確
保
で
き
ず
中
止
す
べ
き
。

◦�

在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
。
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
役
割
と

体
制
に
つ
い
て
。

◦�

コ
ロ
ナ
対
策
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
、
国

保
証
の
発
行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
感
染

予
防
に
つ
い
て
。

◦�

公
衆
浴
場
の
支
援
に
つ
い
て
。

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

◦�

じ
ゅ
ら
く
児
童
館
に
つ
い
て
聚
楽
保
育
所
を
民

間
移
管
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
１
年
限
り
の

指
定
管
理
者
の
指
定
は
行
う
べ
き
で
な
い
と
主

張
。

◦�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
運
営
す
る
事
業
者

で
、
個
人
情
報
の
入
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
紛

失
が
起
こ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
ず
さ
ん
な
運
営

管
理
の
是
正
を
求
め
た
。

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
た
市

内
の
公
営
保
育
所
の
再
開
に
あ
た
っ
て
、
必
要

物
資
の
確
保
等
を
求
め
た
。

◦�

子
ど
も
医
療
費
の
義
務
教
育
ま
で
の
無
料
化
を

求
め
た
。

◦�

保
育
・
学
童
保
育
制
度
の
充
実
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て
、
国
会
で
も
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
改
善
を
求
め
た
。

◦�

朝
夕
の
時
間
帯
に
お
け
る
職
員
配
置
の
特
例
を

延
長
し
、
保
育
士
資
格
が
な
い
職
員
の
配
置
を

認
め
る
こ
と
等
は
保
育
の
質
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
。

●
教
育
委
員
会
関
係

◦�「
中
学
校
給
食
の
充
実
及
び
食
育
の
推
進
に
関

す
る
実
態
調
査
」の
結
果
報
告
に
つ
い
て
。
自

由
記
述
し
た
保
護
者
の
43
％
が
全
員
制
の
給
食

を
求
め
て
お
り
。
中
学
生
の
成
長
に
と
っ
て
必

要
と
主
張
。

◦�

小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実

施
を
求
め
る
請
願
の
採
択
を
求
め
た
。

◦�

35
人
学
級
の
拡
大
、
学
校
施
設
整
備
、
就
学
援

助
の
充
実
を
求
め
た
。

◦�

西
陵
小
中
一
貫
教
育
校
創
設
の
撤
回
を
求
め
る

陳
情
に
関
し
て
、
少
人
数
の
学
校
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
。

●
都
市
計
画
局

◦�「
京
都
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

◦�

屋
外
広
告
物
の
安
全
対
策
の
更
な
る
充
実
に
関

す
る
市
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

◦�

請
願
審
査「
市
営
住
宅
の
浴
室
の
改
修
」不
採
択

◦�

陳
情
審
査「
眺
望
景
観
創
生
条
例
に
よ
る
歴
史

的
建
造
物
周
辺
の
通
り（
参
道
等
）と
す
る
選
定

の
取
消
し
」

◦�

陳
情
審
査「
眺
望
景
観
創
生
条
例
に
よ
る
選
定

に
係
る
諸
問
題
等
に
対
す
る
説
明
会
の
実
施
」

◦�

市
営
住
宅
共
益
費
の
徴
収
方
法
の
改
定
に
つ
い

て
◦�

大
岩
山
の
是
正
工
事
に
つ
い
て

●
建
設
局

◦�「
京
都
市
緑
化
・
公
園
管
理
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

◦�「
市
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
に
つ
い
て
」

●
産
業
観
光
局

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る「
内
定

取
り
消
し
」問
題
、
就
職
活
動
の
あ
り
方
、
経

済
対
策
、
経
営
相
談
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

◦�

都
市
農
業
振
興
基
本
法
と
農
林
行
政
基
本
方
針

に
つ
い
て

◦�

種
子
法
廃
止
、
種
苗
法
改
正
に
つ
い
て

◦�

仁
和
寺
門
前
ホ
テ
ル
計
画
に
つ
い
て

◦�

請
願
審
査「
京
都
市
計
量
検
査
所
跡
の
活
用
」

　�

　
党
議
員
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
拠
点
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
状
況
や
要
望
を
把
握
し
、
売
却
対
象
と

し
な
い
よ
う
求
め
た
。
結
果
は
不
採
択
。

●
交
通
局

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
一
般
会
計
に
つ

い
て

◦�

地
下
鉄
ホ
ー
ム
柵
設
置
計
画
に
つ
い
て

◦�

高
校
生
に
も
大
学
生
の
フ
リ
ー
定
期
の
活
用
を

◦�

男
性
職
員
の
育
休
取
得
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

◦�

意
識
調
査
に
お
け
る
水
道
料
金
に
つ
い
て

常任委員会トピックス

２
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
０
年
３
月
₂₇
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

一
、
予
算
及
び
関
連
議
案
の
特
徴
に
つ
い
て

　�

　
３
月
25
日
、
35
日
間
の
２
月
予
算
市
会
が
終
了
し
、
昨
年
４
月
か
ら
開
会

さ
れ
て
い
た
２
０
１
９
年
度
の
通
年
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
集
中
審
議

期
間
で
は
、
門
川
市
長
の
４
期
目
初
の
予
算
案
を
は
じ
め
84
議
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
予
算
は
安
倍
政
権
に
よ
る
地
方
財
政
切
り
捨
て

に
よ
り
法
人
市
民
税
・
地
方
交
付
税
が
大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
調

整
基
金
が
底
を
つ
く
な
か
、
行
革
債
や
調
整
債
の
発
行
で
対
応
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　�

　
来
年
度
予
算
案
の
特
徴
は
、
①
大
型
公
共
事
業
を
一
層
大
き
く
進
め
る
一

方
で
、
市
民
の
暮
ら
し
に
冷
た
く
背
を
向
け
、
②
職
員
削
減
や
公
務
の
民
営

化
を
す
す
め
自
治
体
の
公
的
責
任
を
更
に
大
幅
に
後
退
さ
せ
る
、
③
観
光
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
一
辺
倒
、
大
企
業
の
優
遇
や
市
外
か
ら
の
企
業
呼
び
込
み
の
一

方
で
、
地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
が
全
く
不
十
分
で
あ
る
、
④
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
を
ふ
ま
え
た
組
替
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。

　�

　
党
議
員
団
は
、
代
表
質
問
に
先
立
ち
２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

案
に
対
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
し
京
都
経
済
を
支
え
る
内
容
と
す
る

た
め
に
12
項
目
に
わ
た
る
組
み
替
え
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

付
託
さ
れ
た
84
議
案
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
な
ど
36
議
案
に
反
対
し
、
残
り
の
48
議
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。

　�

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
公
園
に
つ
い
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
促

進
す
る
た
め
の
議
案
11
件
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
整
備
・
管
理
運
営
に
か
か

る
費
用
は
本
来
予
算
か
ら
捻
出
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
名
称
が
短
期
間
で
変

わ
る
こ
と
は
市
民
に
混
乱
を
招
く
と
し
て
、
何
れ
も
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
指
定
管
理
者
指
定
の
議
案
に
つ
い
て
、
京
都
市
中
央
保
護
所
の
指
定
管
理

の
指
定
は
２
年
後
の
廃
止
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
じ
ゅ
ら
く
児
童

館
の
指
定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て
は
保
育
所
と
と
も
に
、
１
年
後
の
民
間
移

管
の
実
施
を
前
提
に
し
た
指
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
し
た
。

　�

　
来
年
度
予
算
案
に
先
立
っ
て
提
起
さ
れ
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
財
界

の
要
請
に
こ
た
え
て
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
多
額
の
費
用
負
担
の
問
題
が
あ
り
、
個
別
化
を
進
め
る
方
向
に
つ
い
て

本
来
教
育
に
は「
共
同
の
学
び
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
京
都
市

美
術
館
再
整
備
で
旧
事
務
棟
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
再
整
備
す
る
こ
と
、
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
・
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
児

童
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
体
化
で
整
備
す
る
こ
と
は
、
問
題
が
あ
る
こ
と
と
合

わ
せ
て
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

　�

　
最
終
本
会
議
に
追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
議
案
な
ど
３
件
の
う
ち
、
副
市
長

の
任
命
に
つ
い
て
は
反
対
し
、
残
り
の
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　�

　
自
民
、
公
明
、
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
維
新
、
京
都
、
無
所
属
議
員

は
市
長
提
出
議
案
す
べ
て
に
賛
成
し
ま
し
た
。

一
、�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
か
ら
市
民
の

��

命
と
暮
ら
し
を
守
る

　�

　
本
市
会
は
、
議
会
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
経
済

影
響
が
拡
が
る
と
い
う
か
つ
て
な
い
状
況
の
下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
に

お
け
る
十
分
な
審
議
保
障
を
実
現
し
つ
つ
、
京
都
市
当
局
の
迅
速
な
対
応
を

確
保
す
る
た
め
、
全
会
派
の
合
意
に
よ
り
審
議
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
党

議
員
団
は
団
長
を
本
部
長
に
、
議
員
団
全
員
で
構
成
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
。
各
地
で
の
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
二
度
に
わ
た
る

市
長
申
し
入
れ
を
行
い
、
予
算
特
別
委
員
会
の
各
局
審
査
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

〈
２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
案
に
賛
成
。
２
０
２
０
年
度
予
算
の
抜
本
的
組
み

替
え
を
提
案
〉

　�

　
市
長
か
ら
、
本
予
算
に
先
立
つ
補
正
予
算
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
相
談
窓
口
体
制
の
強
化
２
０
０
０
万
円
と
経
済
影
響
に
対
応

す
る
融
資
10
億
円
が
提
案
さ
れ
、
更
に
、
経
営
相
談
体
制
強
化
等
の
企
業
経

営
支
援
や
施
設
の
衛
生
対
策
に
取
り
組
む
観
光
関
連
事
業
者
に
対
す
る
補
助

１
億
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
党
議
員
団
は
い
ず
れ
の
補
正
予
算
に
も
賛
成
し
、「
２
０
２
０
年
度
予
算

案
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
影
響
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
抜
本
的
な
予
算
の
組
み
替
え
が
必
要
で
あ
る
」「
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

産
業
交
通
水
道
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₀
年
₃
月
₁₈
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₀
年
₃
月
₁₈
日
︶
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異
次
元
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
」と
し
て
２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
予
算
案

に
対
す
る
組
み
替
え
提
案（
改
定
版
）を
発
表
し
、
結
了
委
員
会
と
本
会
議
で

予
算
組
み
替
え
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

　�

　
組
み
替
え
動
議
で
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
や
治
療

の
体
制
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
、
②
中
小
企
業
へ
の
固
定
費（
家
賃
等
）の
補

助
や
市
税
等
の
減
免
・
徴
収
猶
予
、
社
会
保
険
料
へ
の
補
助
な
ど
、
特
別
な

支
援
を
行
う
③
全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給
食
を
実
施
す
る
等
す
べ
て
の
市

民
の
生
活
を
支
援
す
る
④
総
事
業
費
70
億
円
の
鴨
川
東
岸
線
第
３
工
区
事
業

や
北
陸
新
幹
線
及
び
リ
ニ
ア
新
幹
線
誘
致
、
堀
川
バ
イ
パ
ス
計
画
な
ど
大
型

公
共
事
業
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
論
戦
と
答
弁
の
特
徴
、

及
び
、
行
政
対
応
〉

　�

　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
①
衛
生
環
境
研
究
所
の
体
制
拡
充
や
民
間
検
査
機

関
へ
の
協
力
要
請
な
ど
検
査
体
制
の
強
化
、
②
医
療
体
制
の
強
化
と
受
療
権

の
保
障
、
③
行
政
区
単
位
で
の
保
健
所
体
制
確
立
、
保
健
衛
生
体
制
の
再
構

築
を
求
め
ま
し
た
。
①
に
つ
い
て
は
副
市
長
が「
検
査
装
置
を
増
や
し
て
検

査
増
に
対
応
し
た
い
。
短
期
証
の
発
行
に
は
柔
軟
に
応
え
た
い
」と
答
弁
。

医
療
機
関
等
で
の
マ
ス
ク
の
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
市
の
災
害
用
備

蓄
を
活
用
し
て
の
配
布
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
①
市
内
中
小
事
業
者
へ
の
実
態
把
握
、
②

融
資
に
つ
い
て
設
備
資
金
に
つ
い
て
も
融
資
対
象
と
し
、
事
業
主
等
に
対
す

る
利
子
補
給
制
度
を
設
け
る
こ
と
、
③
固
定
費
補
助
や
税
等
の
減
免
や
徴
収

猶
予
な
ど
融
資
に
と
ど
ま
ら
な
い
支
援
策
を
と
る
こ
と
を
求
め
、
中
小
企
業

抽
出
調
査
と
設
備
資
金
も
含
め
た
融
資
制
度
創
設
が
実
現
し
ま
し
た
。
固
定

費
補
助
に
つ
い
て
は「
固
定
費
補
助
へ
の
基
本
的
な
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な

い
が
…
業
種
に
応
じ
て
ど
ん
な
対
応
が
取
れ
る
の
か
、
府
、
市
、
経
済
団
体

と
も
相
談
し
て
い
く
中
で
、
方
法
を
考
え
て
い
く
」と
答
弁
。
追
加
補
正
に

つ
い
て
審
議
し
た
委
員
会
で
は
固
定
費
の
補
助
や
損
失
補
て
ん
対
策
を
求
め

た
こ
と
に
対
し「
国
ま
ち
の
対
応
で
は
な
く
、
対
策
を
講
じ
る
」と
答
え
ま
し

た
。
市
税
の
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
も
、
国
税
の
通
知
を
参
考
に
丁
寧
に
対
応

す
る
こ
と
を
確
認
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済
影
響
に
よ
っ
て
苦
し

ん
で
い
る
方
々
に
む
け
た
市
税
の
猶
予
の
ビ
ラ
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
、
嘱
託
・
派
遣
職
員
な
ど
任
せ
に
せ
ず
、
市

自
身
が
直
接
対
応
し
て
市
民
に
向
き
合
う
仕
組
み
と
体
制
に
つ
い
て
も
、
求

め
ま
し
た
。

　�

　
非
正
規
雇
用
の
方
の
雇
用
環
境
悪
化
対
策
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
や
音
楽

家
・
劇
団
員
の
方
た
ち
の
影
響
把
握
と
損
失
補
填
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
由
と
し
た
内
定
取
り
消
し
は
許
さ

れ
な
い
と
指
摘
し
、
内
定
は
取
り
消
さ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
と
の
答
弁
を

得
ま
し
た
。
内
定
取
り
消
し
の
実
態
把
握
に
つ
て
も
前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　�

　
学
校
休
校
措
置
は
３
日
間
の
準
備
期
間
を
経
て
の
実
施
と
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
を
め
ぐ
り
、
教
育
委
員
会
が
各
学
校
に
向
け
た
通
知
に
お
い
て
児
童

生
徒
が
決
め
た
歌
を
歌
わ
な
い
な
ど
一
律
な
対
応
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
問
題
に
し
ま
し
た
が「
校
長
会
か
ら
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
方
が
い
い
」と

「
要
請
が
あ
っ
た
も
の
と
」と
答
え
ま
し
た
。
学
童
保
育
所
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
も
全
額
補
助
を
要
望
し
、
実
施
、
対
象
期
間
の
実
態
に
応
じ
た
拡
大
も

図
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
免
除
・
使
用

料
の
返
還
も
実
施
・
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
に
お
い
て
、
①
職
員
乗
務
員
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
②
花

粉
症
対
策
を
考
慮
し
た
上
で
混
雑
時
の
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
窓
の
一
部
開

放
、
③
消
毒
液
の
設
置
増
、
④
全
車
両
消
毒
の
頻
度
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
災
害
対
応
費
用
を
一
般
会
計
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

公
営
企
業
法
を
生
か
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

一
、
住
民
運
動
と
党
議
員
団
の
論
戦
が
予
算
と
市
政
運
営
に
反
映

　�
　
敬
老
乗
車
証
制
度
の
応
益
負
担
へ
の
改
悪
方
針
発
表
以
来
７
年
間
に
わ
た

り
、
運
動
の
力
で
改
悪
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
４
万
４
０
０
０
筆

に
示
さ
れ
た
改
悪
反
対
の
声
に
答
え
る
よ
う
求
め
た
こ
と
に
対
し「
応
益
負

担
や
応
能
負
担
を
問
わ
ず
改
め
て
幅
広
い
観
点
で
検
討
を
重
ね
て
い
く
」と

事
実
上
の
方
向
転
換
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
応
益
負
担
方
針
の

撤
回
を
求
め
て
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　�

　
地
下
鉄
烏
丸
線
の
ホ
ー
ム
柵
設
置
が
具
体
化
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

北
大
路
駅
、
２
０
２
８
年
度
ま
で
に
は
全
駅
設
置
に
向
け
た
計
画
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
党
議
員
団
も
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
バ
ス

の
均
一
区
間
の
拡
大
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
も
民
間
事
業
者
と
引
き
続
き

協
議
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
西
賀
茂
地
域
の
市
バ
ス
特
37
号
系
統
の

延
伸
が
は
か
ら
れ
、
長
年
の
運
動
が
実
現
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
求
め
て
い

る
バ
ス
バ
ス
乗
り
継
ぎ
無
料
化
に
つ
い
て
も
、「
多
頻
度
乗
車
者
優
遇
」等
の

問
題
は
あ
る
も
の
の
、
検
討
し
て
い
く
と
の
方
針
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
、
党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
面
積
要
件
や
展
開
検
査

の
際
の
写
真
添
付
な
ど
、
よ
り
厳
し
い
中
身
と
な
る
よ
う
修
正
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
党
議
員
団
の
修
正
案
は
他
党
と
無
所
属
議
員
が
反
対
し
、
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
原
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　�

　
下
鴨
神
社
・
糺
の
森
、
二
条
城
、
仁
和
寺
な
ど
景
観
と
住
環
境
を
守
る
粘

り
強
い
運
動
が
反
映
し
、
世
界
遺
産「
古
都
京
都
の
文
化
財
」に
関
し
て
も
、

「
包
括
的
管
理
保
存
計
画
」を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、�

大
型
公
共
事
業
優
先
か
ら
「
人
と
中
小
企
業
優
先
」
に

��

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を

　�

　
国
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
大
型
事
業
の
推
進
や
大
企
業
優
遇
の
施

策
か
ら
の
転
換
を
は
か
り
、
市
民
の
フ
ト
コ
ロ
を
暖
め
中
小
企
業
の
直
接
支

援
を
行
っ
て
こ
そ
、
税
収
増
や
財
政
の
健
全
化
に
も
貢
献
す
る
と
、
方
針
転

換
を
迫
り
ま
し
た
。
事
業
内
容
も
財
政
規
模
も
建
設
時
期
も
不
明
な
北
陸
新

幹
線
延
伸
、
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
等
大
型
公
共
事
業
を「
未
来
の

投
資
」と
す
る
の
で
は
な
く
、
人
と
中
小
企
業
こ
そ
優
先
す
べ
き
、
廃
止
提

案
さ
れ
た
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
事
業
の
予
算
の
復
活
と
拡
充
を
求

め
ま
し
た
。
市
長
は「（
大
型
公
共
事
業
）こ
れ
ら
の
事
業
は
今
後
の
課
題
。

市
民
生
活
に
影
響
は
与
え
な
い
。
国
に
お
い
て
負
担
し
て
も
ら
う
方
向
」と

く
ら
し
の
願
い
に
背
を
向
け
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　�

　
今
こ
そ
、
消
費
税
減
税
を
国
に
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
が
、
市
長
は
直

接
の
答
弁
を
避
け
、「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
の
も
の
と
考
え
て
い
る
」と
、
減
税
を
求
め
る
立
場
に
は
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。

　�

　
市
長
選
挙
で
福
山
候
補
が
掲
げ
た「
す
ぐ
や
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
実
現
を
迫

り
ま
し
た
。
市
長
選
挙
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制

の
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
２
万
３
７
７
８
筆
の
署
名

が
提
出
さ
れ
、
請
願
を
受
け
止
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、「（
選
択
制
給

食
に
つ
い
て
）真
に
必
要
な
方
に
は
選
ん
で
い
た
だ
け
る
」と
問
わ
れ
て
い
る

行
政
の
役
割
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
い
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。
子
ど
も

の
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
、
国
民
健
康
保
険
料
の
子
ど
も
の
均
等
割
り
免

除
に
つ
い
て
も
、「
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
」と
述
べ
、
新

年
度
予
算
に
つ
い
て
は
盛
り
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　�

　
若
者
支
援
に
つ
い
て
、
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。
国

の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
評
価
し
、「
取
組
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
証
」す
る

と
言
及
し
た
も
の
の
、「
不
十
分
な
ら
国
に
充
実
を
求
め
て
い
く
」と
国
に
お

い
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
も
の
と
の
立
場
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。
奨
学
金
返

済
の
利
子
補
給
、
地
下
鉄
通
学
定
期
券
の
割
引
率
ア
ッ
プ
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
の
制
定
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
自
衛
隊
へ
の
若
者
の
個
人
情
報
・
宛
名
シ
ー
ル
提
供
の
中
止
を
求
め
ま
し

た
。

一
、�「
行
革
」リ
ス
ト
ラ・「
民
間
に
出
来
る
こ
と
は
民
間
に
」か
ら
、

��

公
的
役
割
果
た
す
自
治
体
に

　�

　
今
こ
そ
、
十
分
な
職
員
体
制
を
確
保
し
公
的
責
任
の
発
揮
で
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
と
き
で
す
。
市
長
就
任
以
来
３
４
０
１
人
、
更
に

新
年
度
２
０
５
人
の
職
員
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
職
員
削
減
方
針
の

撤
回
を
迫
り
ま
し
た
。

　�

　
介
護
保
険
認
定
給
付
業
務
の
民
間
委
託
化
に
つ
い
て
、
当
局
の
通
知
で「
取

り
組
み
の
必
要
性
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
」が
委
託
化
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
全
く
履
行
さ
れ
て
い
な
い
と
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
消
防
職
員
に
つ
い
て
出
動
態
勢
で
最
低
乗
り
込
み
は
３
人
の
場
合
も
あ
る

こ
と
を
示
し
、
職
員
育
成
や
連
携
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。
ゴ
ミ
収
集
業
務
委
託
化
を
中
止
す
る
こ
と
、
技
能
労
務
職
員
の
採
用

を
再
開
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
系
職
員
の
技
術
を
継
承
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。
上
下
水
道
局
で
来
年
度
63
人
の
職
員
削
減
、
更
に
、
松
ヶ
崎
浄

水
場
・
伏
見
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
・
下
水
道
管
路
管
理
セ
ン
タ
ー
西
部

支
所
な
ど
を
災
害
対
応
も
含
め
業
務
委
託
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
中
止
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
根
幹
部
分
は
直
営
」と
言
い
な
が
ら
、

災
害
時
に
行
政
職
員
が
責
任
を
負
え
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

　�

　
救
護
施
設
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
建
設
計
画
が
破
綻
し
ま
し

た
。
京
都
市
は「
２
年
間
で
新
た
な
事
業
者
を
公
募
す
る
」と
述
べ
る
等
公
的

責
任
で
対
応
す
る
姿
勢
に
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
は
関
係
者
の
意
見

を
聞
い
て
中
央
保
護
所
と
救
護
施
設
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
に
京
都
市
が
責
任

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

一
、�

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
一
辺
倒
・
大
企
業
優
遇
政
策
、�

��

呼
び
込
み
型
開
発
の
転
換
を

　�

　
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の
観
光
行
政
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
追
及

し
ま
し
た
。
当
局
は「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
リ
ス
ク
も
分
か
っ
て
き
た
」と
答
弁

し
た
も
の
の
、
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
、
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
に

つ
い
て
撤
回
せ
ず
、
宿
泊
施
設
の
総
量
規
制
の
具
体
策
も
示
さ
な
い
姿
勢
に

終
始
し
ま
し
た
。
市
長
に
対
し「
地
域
の
安
心
安
全
、
そ
し
て
、
地
域
の
文

化
の
継
承
発
展
に
寄
与
し
な
い
宿
泊
施
設
は
お
断
り
」と
の
市
長
選
挙
で
の
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約
束
を
守
り
、
仁
和
寺
前
ホ
テ
ル
・
元
植
柳
小
学
校
跡
地
ホ
テ
ル
計
画
の
白

紙
撤
回
、
南
禅
寺
参
道
の
景
観
を
壊
す
ホ
テ
ル
計
画
を
見
直
す
べ
き
と
質
し

ま
し
た
。
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
、
住
民
生
活
と
の
調
和
を
図
る
立
場
か
ら
、

住
宅
密
集
地
・
路
地
奥
等
で
の
立
地
規
制
や
施
設
内
管
理
者
常
駐
義
務
づ
け

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は「
全
国
で
も
っ
と
も
厳
し
い
と
言
わ
れ
る

条
例
を
制
定
し
た
」と
開
き
直
り
ま
し
た
。

　�

　
企
業
立
地
促
進
補
助
金
に
つ
い
て
、
11
年
間
・
30
億
円
の
内
、
12
億
円
・

４
割
が
大
手
二
社
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
市
内
企
業
₉₉
・
７
％
を
占

め
る
中
小
企
業
に
限
定
し
た
制
度
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
商
店
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
、
固
定
費
へ
の
補
助
を
要
望
し
ま
し
た
。

　�

　
高
さ
規
制
の
緩
和
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・
産
業
用
地
創
出
と
い
う
呼
び
込
み

型
で
は
な
く
、
中
小
企
業
支
援
と
賃
金
引
き
上
げ
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
。
高
さ
規
制
の
緩
和
は
住
民
か
ら
の
要
望
で
は
な
く
、
国
の
成
長

戦
略
と
財
界
の
要
望
に
添
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
管
理

戸
数
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
市
営
住
宅
を
市
内
中
心
部
で
増
や
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
当
局
は「
現
状
は
公
募
し
て
も
応
募
が
な
い
。
…
真
に
困
窮

さ
れ
て
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
」と
実
態
と
乖
離
し
た
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。
土
木
事
務
所
予
算
の
拡
充
や
公
園
整
備
、
身
近
な
生
活
道
路
の

整
備
を
優
先
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
大
宮
交
通
公
園
の
再
整
備
事
業
に

つ
い
て
、「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
」を
や
め
、
市
直
営
で
住
民
要
望
を
反
映
さ

せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
観
光
客
混
雑
対
策
と
し
て
、
市
民
へ
の
説
明
を
し

な
い
ま
ま
、
市
バ
ス
１
０
２
号
系
統
や
12
号
系
統
、
5₉
系
統
の
路
線
変
更
・

バ
ス
停
変
更
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
住
民
生
活
や
市
民
の
足
を
脅
か
す
も
の

で
あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
鉄
烏
丸
線
ホ
ー
ム

柵
の
前
進
と
合
わ
せ
て
、
地
下
鉄
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
党
議
員
団
は
現
在
の
体
制
維
持
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
地
球
温
暖
化
対
策
予
費
が
８
２
５
９
万
円
も
減
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
削
減
を
撤
回
し
、
気
候
危
機
へ
の
積
極
的
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

一
、
請
願
に
つ
い
て

　�

　
今
市
会
で
は
、
夏
季
歳
末
特
別
生
活
資
金
貸
付
事
業
廃
止
撤
回
を
求
め
る

請
願
25
件
等
市
民
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
請
願
35
件
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
等
、
市
営
住
宅
の
浴
槽
の
改
修
、
京

都
市
計
量
検
査
所
跡
の
活
用
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、
全
て
の
他
会
派
・

無
所
属
議
員
が
反
対
し
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
料
等
の

引
き
下
げ
や
、
市
営
住
宅
の
浴
槽
の
改
修
が
切
実
な
市
民
の
願
い
で
あ
る
こ

と
か
ら
採
択
す
べ
き
こ
と
を
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
全
員
制
の
中
学
校
給
食
実
施
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て
、
自
民
党
議
員
か
ら「
何
度
も
同
じ
議
論
す
る
の
は
時
間
の
無
駄
」

「
税
金
の
ム
ダ
使
い
」と
の
市
民
の
請
願
権
・
議
員
の
質
問
権
を
否
定
す
る
発

言
が
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
党
議
員
団
は
議
事
録
精
査
と
発
言
の
撤
回
を
求

め
る
と
と
も
に
、
６
年
で
13
回
も
の
請
願
が
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
重
み
を

受
け
止
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

　�

　
終
了
本
会
議
で
は
、
国
に
対
し
て
減
税
も
含
め
た
必
要
な
支
援
策
を
躊
躇

な
く
講
じ
る
よ
う
求
め
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
一
層

の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」、
地
方
財
源
の
必
要
額
確
保
の
た
め
、
地

方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る「
大
都
市
財
政
の
実
態

に
即
応
す
る
財
源
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」が
、
全
会
派
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　�

　
自
民
・
公
明
・
維
新
・
無
所
属
提
案
の
種
苗
法
改
正
等
に
伴
う
万
全
の
対

策
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
反
対
し
、
我
が
党
意
見
書
案
が
提
案
し
て

い
る
通
り
、
種
苗
法
改
正
中
止
・
種
子
法
復
活
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
必
要
で

あ
る
こ
と
を
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　�

　
市
長
選
挙
期
間
中
に
市
長
の
確
認
団
体
が「
共
産
党
市
長
は
Ｎ
Ｏ
」と
の
意

見
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
民
が
推
薦
し
た
候
補
者
に「
共
産
党
市
長
」と

の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
行
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
広
告
で
あ
り
、
市
長
に
そ
の
認
識
を

質
し
ま
し
た
。
市
長
は「
広
告
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
て
い
て
後
か
ら
知
っ
た
。

見
解
は
差
し
控
え
た
い
」と
答
え
、
見
解
表
明
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
ス

タ
ッ
フ
に
責
任
を
転
嫁
し
ま
し
た
。
政
治
家
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　�

　
３
月
25
日
現
在
、
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
22
人
と

な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
感
染
拡
大
を

く
い
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
重
要
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、

行
政
機
能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
な
影
響
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
第
三
弾
の
経

済
対
策
を
３
月
末
に
も
発
表
さ
れ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
態
を
つ
か

み
中
小
零
細
事
業
者
の
仕
事
や
市
民
の
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
総
力

を
あ
げ
ま
す
。

団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　小栗栖大岩山で一昨年の夏に土砂崩れが起こり、民
家の10m前まで土石流が迫りました。日本共産党は
京都市土砂条例の制定を求めてきました。ようやく今
議会に土砂条例が提案されましたが不十分です。許可
基準が広すぎる事、国や市が行う工事等からの土砂は
許可がいらない事、持ち込んだ土砂を業者自らがチェ
ックし報告すればよい事などに対し修正案を提案しま
したが、共産党以外の議員は全員反対でした。住民の
安心安全を守るために、実効性ある条例が必要です。

　市長選挙期間中に市長の確認団体が発行した「共産
党市長はＮＯ」の意見広告。市民が推薦した候補者に
「共産党市長」のレッテル貼りのネガティブ広告。そ
れに対する認識を総括質疑で質しました。市長は「公
約は一緒に作ったが、広告はスタッフに任せていて後
から知った。見解は差し控える」と。候補者が知らな
いうちに選挙の広告が作られた？　信じられない！　
しかもスタッフに責任転嫁！　政治家としての矜持が
問われています。

　新型コロナウイルス感染症の広がる中で、それを想
定していない来年度予算を審議するという、経験した
ことのない議会となりました。マスクの配布や税等の
納税猶予など改善と個々の要望を実現することはもち
ろん、影響が大きいだけに、自治体予算の枠組みその
ものが問われました。党議員団は新年度予算を抜本的
に組み替えることを求める動議を出しましたが、今市
会は一定の補正予算にとどまりました。感染症対策・
経済影響は予断を許しません。住民の命とくらしをま
もるために必要な予算措置や行政対応を引き続き求め
ます。

市長の政治姿勢とは？

京都市土砂条例の
修正を提案

新型コロナウイルス感染症対策
― 引き続き命と暮らし営業守るために
力つくします。

1818　　人の
市会議員から一言

団　長　井坂　博文
副団長　西野さち子
幹事長　加藤　あい
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　基金を使い果たし新たな市債発行など、市財政は
「八方ふさがり」。福祉の場合は「お金がない!!」のに
新幹線や堀川地下トンネル等大型事業は、見積り抜き
で推進。歴代自民党政府の中央集権的財政運営への追
随路線の破綻、ツケの顕在化。「国も大変」論の克服
抜きに、市民への「財政危機」押し付けはあり得ない。
強大な財政権限を持ちながら、市民に「危機」を訴え
るのはいかがなものか。コロナ対策では、市が直接相
談にのるべきと求めました。

　予算第二分科会で、全員制の中学校給食の実施、就
学援助や教育費の負担軽減、保育や学童保育の充実、
交通不便地域での公共交通の充実、洛西ニュータウン
の活性化など質問しました。市長選直後の議会で、福
山さんと市民で作った『くらし応援すぐやるパッケー
ジ』の実現が求められていることを実感しました。新
型コロナウイルス感染症による影響への対策は、市民
の実態と要求に応えること。市職員削減、公務縮小の
市政を見直さないと市民のいのちと暮らし守れません。
4月からも教育福祉委員です。頑張ります。

　お風呂の改修についての請願が自治会の総意として、
議会に出された。
　「一自治会の問題ではなく、京都市全体の市営住宅
の問題である」と言いながら、「年度末最後の委員会
だから」と、わが党以外のすべての会派の反対によっ
て「不採択」と切り捨てられた。
　請願は憲法上の権利としていながら、この時期に出
すのはよくないと「不採択」の理由にするのは、請願
者の要望を踏みにじるもので、議会の自殺行為。

　初めて市長総括質疑に立ちました。元植柳小学校跡
地へのホテル建設計画について、地元有力者も含め、
数多くの反対の声を省みず、強引に進めようしてい
る姿勢を質し、撤回を求めました。しかし「住民の声
だ」と強弁する姿勢は市民の願いに背くものです。
　京都市が掲げた宿泊施設の目標4万室を超え、今後
5万7000室になる見通しで、明らかに過剰です。に
もかかわらず、元植柳小学校跡地に加え、仁和寺門前、
南禅寺参道前でのホテル建設計画など、さらに呼び込
もうとしています。
　問題の根源にある宿泊施設拡充誘致方針とホテル建
設撤回を求め、地元と力を合わせ引き続きたたかいます。

軍拡・大企業減税など
「国の財政は大変」は本当か！ 請願は憲法上の権利

学校跡地活用は住民の声で
宿泊施設拡充誘致方針の撤回を

いのちと暮らしを守る
市政を

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　コロナウイルス感染の猛威は全世界を揺るがし、終
息の目途が見えず、深刻な状況にあります。はっきり
見えてきたことは、海外の安い労働力頼みのやり方
で、「マスクが足りない」「部品が入らず、製品が完成
できない」など、日本の経済のあり方が問われていま
す。また、感染症などを担当する保健所や衛生部門を
減らしてきたつけが、今回のような非常事態の対応能
力の低下として現れました。しっかりと対策を進める
ために全力で頑張ります。

　門川市長は、各行政区の保健所を廃止してきました。
さらに衛生部門を集約・再編した中で、今回の新型コ
ロナウイルス感染症対策に追われています。京都市役
所内に設置された「帰国者・接触者相談センター」に
何度、電話をしても通じないと市民から苦情が寄せら
れ、担当部局は疲弊。こうした事態を招いた責任を質
しましたが、市長は一言も答えず。福山市政を実現で
きなかったこと、悔いて余りあります。

　予算にともなう質疑とともに、所属する教育福祉委
員会では全員制の中学校給食を求める請願の質疑も行
いました。そこで、【なんだ、これは！】という事態
に遭遇。自民党のある方の発言に、驚きと頭から湯気
が出るような怒りが湧いたのです。「同じことを何度
も何度も言うな」「同じことを繰り返す発言は税金の
無駄使いだ」と。市民の願いを届ける請願権の否定、
またその願いを紹介議員として質疑することを否定す
る発言。断じて許せん！

　文化庁は昨年「世界文化遺産の遺産影響評価にかか
る参考指針」を策定。京都市は「世界遺産・古都京都
の文化財包括的管理保存計画」を今年度中に策定予定
です。この背景には、下鴨神社・二条城など世界遺産
の開発による破壊を食いとめてほしいという１万４千
筆の署名をもって住民代表がユネスコ世界遺産センタ
ーや文化庁と直談判したことがあります。マンション
建設はとめられなかったけれども、未来につながる重
要な成果です。

全員制の中学校給食求める請願
市民の願い届ける市会議員の役割!!

住民運動がユネスコを動かし、
文化庁・京都市政を動かす

行政リストラ、もう限界！　行政区の
保健所を復活させて命を守れ！

市民の暮らしを応援する
コロナウイルス感染対策を！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　教育問題の少人数学級の良さを訴えた質問で、長野
県では塾に行かなくても成績優秀で不登校が少ない事
例を挙げたところ「宿題を多くしているので長野県よ
り成績が良くなった」と答弁。市営住宅を市内中心部
で増やすことを求めたところ、「市営住宅（交通不便
地域）は募集しても応募が少ない、住宅に困っている
ことにならない」と答弁しました。中心部では応募が
数十倍でまず入れません。市長選で市長を変えること
ができずに残念です。

　来年度の予算案に反対する討論を、議員団の皆さん
の力を借りて行いました。予算案では、京プラン実施
計画に基づく職員削減と公務の産業化を推し進め、財
政が厳しいと言いながらいくらかかるかわからない不
要不急の事業を推進するものです。消費税増税に加え
新型コロナウイルス感染症の拡大で、市民の暮らしが
落ち込んでいる時だからこそ家計や中小企業をしっか
り支援することが必要です。これからも市民の暮らし
最優先の施策になるよう頑張ります。

　1年間の総務消防委員会で一番議論をしたのが、学
校跡地でした。元植柳小学校の跡地問題では、2月22
日に京都市も共催で開いた住民説明会の中で、老舗旅
館の方や地元の名士と呼ばれるような方からも反対の
声が相次ぎました。しかし、この反対の声を京都市は
聞かず、12回目の事前協議会まで中止しました。「市
民の声を尊重する」と言った市長の言葉は、空しく聞
こえます。地域の拠点である学校跡地は市民のために
あるべきです。

　「応益負担や応能負担を問わず、改めて幅広い観点
で、引き続き検討を重ねていく」―これが敬老乗車証
に関する本会議答弁でした。2013年に示された「（乗
るたびごとに料金を払う）応益負担の仕組みへの転換
を図ることとします」との方針と明らかに変わってい
ます。これまでの市民の運動が京都市の改悪方針を押
し戻しています。
　しかし、まだ改悪の可能性も残していますから、さ
らに運動を広げ、現行の敬老乗車証の維持・拡充を勝
ち取りましょう。

市民の声を尊重しない
学校跡地活用は許されない

敬老乗車証の改悪方針に
待ったをかける

家計と中小企業を
しっかりと支援する施策を

門川市政は、やはり市民の
願いを聞かないようです

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　市長選挙後初の議会でしたが、特に新型コロナウイ
ルス感染防止や緊急対策等の喫緊の課題が問われる議
会でもありました。いずれにしても、今求められるの
は福山さんの提案した「市民の暮らし丸ごと応援」の
予算だった！　ウイルス感染の経済的影響が全く考慮
されていない本予算案の抜本的な組み替えを求めまし
た。「批判にも謙虚に耳を傾ける」と言った市長の弁
は態度で示されないのも大変残念。市民の運動と議会
の論戦で押していきましょう！

　市長選挙後の2月予算市会で、代表質問に立った。
新型コロナウイルス感染症の被害が拡大する中で、観
光地の宿泊施設や土産物店、商店街などに影響をうか
がいながら質問準備に取り組んだ。市長選挙で訴えた、
中小業支援や消費税減税、世界遺産・仁和寺門前のホ
テル建設は中止、被爆75年の節目の年、核兵器禁止
条約の批准を政府に求めるよう質した。総務消防委員
長を務めた2期目の1年もあっという間。新年度も総
務消防委員会で頑張ります。

　「民間委託拡大」を続ける上下水道の予算に「反対」
しました。これまでも「水道メーター検針」等が委託
されてきましたが、新年度はついに「浄水場」「水環
境保全センター」「下水道管路管理センター」を民間
委託に。「災害対応も含めた委託」のため災害時に水
道局職員が現場で指示を出すと「偽装請負」になりま
す。市民のライフラインを守る現場で市上下水道局が
責任を持てないのは大問題。「命の水」を利潤追求の
道具にすることは許されません。

怒涛の2月予算市会

市長選挙を忘れない！

上下水道局が災害対応まで「民間
委託」　命の水守る責任果たせ！

【申し入れ】   新型コロナウイルス感染症に関す
る第三次申し入れ（2020/04/07）

【声　　明】  2月市会を終えて（2020/03/27）
【見　　解】   2020年度京都市予算案の組み替

え提案（改定版）（2020/03/24）
【申し入れ】   新型コロナウイルス感染症に関す

る第二次申し入れ（2020/03/05）
【見　　解】   2020年度京都市予算案の組み替

え提案（2020/03/02）
【談　　話】   2020年度京都市予算案の発表に

あたって（2020/02/13）
【申し入れ】   新型コロナウイルス感染症に関す

る第一次申し入れ（2020/02/10）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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朝
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い

る
と
こ
ん
な
話
題
が
耳
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。「
外
国
語

表
記
の
誤
訳
が
多
い
」。「
豚

ホ
ル
モ
ン
」
を
「
豚
の
内
分

泌
物
質
」、「
24
時
間
買
い
物

で
き
ま
す
」
が
「
24
時
間
コ

ン
ビ
ニ
が
買
収
で
き
ま
す
」

な
ど
。
笑
え
る
話
な
ら
い
い

が
、
一
歩
間
違
え
る
と
い
の

ち
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

台
風
の
際
、「
川
の
周
辺
に

避
難
勧
告
が
出
ま
し
た
」
と

い
う
べ
き
と
こ
ろ
「
川
の

近
く
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
と
誤
っ
て
伝
え
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

で
「
手
洗
い
が
重
要
」
と
い

う
の
を
「
ト
イ
レ
が
重
要
」

と
広
報
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
機
械
翻
訳
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因

と
の
こ
と
。
命
に
関
わ
る
情

報
は
ち
ゃ
ん
と
翻
訳
を
、
同

時
に
、
や
さ
し
い
日
本
語

で
伝
え
る
こ
と
も
大
事
だ

と
。「
河
川
氾
濫
の
お
そ
れ

あ
り
、
至
急
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」
は
「
川
の
水
が
増
え

ま
し
た
、
す
ぐ
に
逃
げ
ま
し

ょ
う
」。
い
ろ
ん
な
場
面
で

見
直
し
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。 

（
守
光
千
恵
）
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